
１　安心して健やかに暮らせるまち［安心健康都市］　（５） 市民の健康・体力づくりを支援する（健康づくり、保健予防、スポーツ・レクリエーション、救急・休日夜間医療、市立病院）　
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1
市民健康まつ
り負担金事業

健康福祉局
健康づくり推

進課

○事業開始年度　昭和59年度

【概　 要】健康の重要性及び定期検診などの必要性について市民
の関心を喚起するとともに市民の認識を深めるために、市民健康
まつりを主催する実行委員会に対し負担金を支出する。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・期日：平成18年10月15日（日）・場所：鹿児島ｱﾘｰﾅ
・内容：測定ｺｰﾅｰ、健康相談ｺｰﾅｰ、実演・指導ｺｰﾅｰ、相談・展示
ｺｰﾅｰ、ｳｫｰｷﾝｸﾞ大会､胸部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ検査など

市
単

[概算コスト]
2,386

（内訳）
・決算額
2,300
・人件費
　　86
　（0.02人）

[概算コスト]
2,385

（内訳）
・決算額
2,300
・人件費
　　85
　（0.02人）

[概算コスト]
2,027

（内訳）
・決算額
1,900
・人件費
　127
　（0.03人）

[概算コスト]
2,027

（内訳）
・予算額
1,900
・人件費
　127
　（0.03人）

市民健康ま
つり負担金

（単位：千
円）

[目標値]
2,300

[実績値]
2,300

<達成率>
100％

[目標値]
2,300

[実績値]
2,300

<達成率>
100％

[目標値]
1,900

[実績値]
1,900

<達成率>
100％

[目標値]
1,900

市民健康ま
つり参加者
数

（単位：回）

[目標値]
9,500

[実績値]
9,671

<達成率>
101.8%

[目標値]
9,500

[実績値]
7,554

<達成率>
79.5%

[目標値]
9,500

[実績値]
8,731

<達成率>
91.9%

[目標値]
9,500

○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　市民健康まつりは、健診の必要性
や健康づくりに関する市民への情報
提供の重要な手段のひとつであり、
市民の認識を深めるためにも、継続
して実施すべきである。

2
健康づくり月間
イベント開催事
業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成13年度

【概　 要】11月を「健康づくり月間」として位置づけ、保健センターに
おいて、健康まつりやウォーキング大会等を開催することにより、
市民の主体的な健康づくりを促進する。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・東部健康づくり交流会（東部保健センター）、西部かがやき健康
祭（西部保健センター）、ふれあい健康展（中央保健センター）及び
谷山健康まつり（南部保健センター）並びに正しく安全なウォーキ
ング大会（３コース）等の実施

市
単

[概算コスト]
9,817

（内訳）
・決算額
1,837
・人件費
7,980
（1.86人）

[概算コスト]
9,719

（内訳）
・決算額
1,785
・人件費
7,934
（1.86人）

[概算コスト]
10,355

（内訳）
・決算額
  1,781
・人件費
  8,574
（2.02人）

[概算コスト]
9,348

（内訳）
・予算額
2,174
・人件費
7,174
（1.67人）

イベント開
催回数

（単位：回）

[目標値]
８

[実績値]
７

<達成率>
87.5％

[目標値]
８

[実績値]
７

<達成率>
87.5％

[目標値]
８

[実績値]
８

<達成率>
100％

[目標値]
８

イベント参
加者数

（単位：人）

[目標値]
3,000

[実績値]
3,055

<達成率>
101.8％

[目標値]
3,000

[実績値]
3,031

<達成率>
101.0％

[目標値]
3,000

[実績値]
3,389

<達成率>
113.0％

[目標値]
3,000

◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　保健センターにおける健康まつりや
ウォーキング大会等は、市民の主体
的な健康づくりの促進に寄与してお
り、必要な事業である。

3
保健業務の広
報及び普及事
業

健康福祉局
生活衛生課

○事業開始年度　昭和24年度

【概　 要】保健所あんないや健康カレンダーの作成、配布を通じて
保健所業務の広報及び衛生思想、献血の思想の普及を図る。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
・印刷物の作成、配布による広報及び普及。

市
単

[概算コスト]
5,273

（内訳）
・決算額
   982
・人件費
4,291
　（1.00人）

[概算コスト]
4,976

（内訳）
・決算額
   710
・人件費
4,266
　（1.00人）

[概算コスト]
5,193

（内訳）
・決算額
   948
・人件費
4,245
　（1.00人）

[概算コスト]
5,366

（内訳）
・予算額
1,121
・人件費
4,245
　（1.00人）

保健所あん
ないの配付
部数

（単位：部）

[目標値]
11,000

[実績値]
11,000

<達成率>
100％

[目標値]
11,000

[実績値]
12,000

<達成率>
109.1％

[目標値]
12,000

[実績値]
12,000

<達成率>
100％

[目標値]
12,000

保健所業務
の広報及び
衛生思想、
献血の思想
の普及

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ｃ

縮小

（理由）
　保健所あんないと健康カレンダー
は、内容的に重複している部分が多
いことから、一つに集約し、効率化を
図る必要がある。

4
食生活改善推
進事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和35年度

【概　 要】食生活改善推進員の養成（健康づくり栄養教室・養成講
座）、食生活改善推進員連絡協議会の育成（研修会）、食生活改
善推進員の活動支援を行い、市民に食生活を中心とした健康づく
りの正しい知識と実践の普及を図る。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・健康づくり栄養教室(４保健センター）、食生活改善推進員養成講
座、食生活改善推進員研修会、食生活改善推進員連絡協議会役
員会での指導助言、その他活動支援

市
単

[概算コスト]
13,276

（内訳）
・決算額
  2,550
・人件費
10,726
　（2.50人）

[概算コスト]
14,579

（内訳）
・決算額
  3,489
・人件費
11,090
　（2.60人）

[概算コスト]
15,144

（内訳）
・決算額
  3,726
・人件費
11,418
　（2.69人）

[概算コスト]
13,885

（内訳）
・予算額
  3,613
・人件費
10,272
　（2.42人）

食生活改善
推進員養成
講座の開催
数

（単位：回）

[目標値]
15

[実績値]
15

<達成率>
100％

[目標値]
15

[実績値]
15

<達成率>
100％

[目標値]
15

[実績値]
15

<達成率>
100％

[目標値]
15

食生活改善
推進員養成
講座修了者
数

（単位：人）

[目標値]
40

[実績値]
27

<達成率>
67.5％

[目標値]
40

[実績値]
20

<達成率>
50.0％

[目標値]
40

[実績値]
32

<達成率>
80.0％

[目標値]
40

○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ Ａ Ｂａ

事業手段の見直し（手段の改善）

（理由）
　食生活改善推進員養成講座修了
者数が少ないので、同講座の参加者
が増加するよう改善を行うべきであ
る。

5
生き生き８０健
康づくり事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成元年度
　
【概　 要】運動普及推進員の養成、運動普及推進員協議会の支
援、運動による健康づくり講座等を実施し、地域住民自身による健
康づくりのための運動の普及を図る。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・ 運動普及推進員の養成、研修会の開催
・ 西部保健センター、南部保健センター、吉田保健福祉課、郡山
保健福祉課、喜入保健福祉課において運動による健康づくり講座
を実施

市
単

[概算コスト]
9,901

（内訳）
・決算額
4,237
・人件費
5,664
　（1.32人）

[概算コスト]
8,753

（内訳）
・決算額
2,952
・人件費
5,801
　（1.36人）

[概算コスト]
13,497

（内訳）
・決算額
  4,965
・人件費
  8,532
　（2.01人）

[概算コスト]
12,906

（内訳）
・予算額
  5,181
・人件費
  7,725
　（1.80人）

運動普及推
進員の普及
活動回数

（単位：回）

[目標値]
23,200

[実績値]
22,650

<達成率>
97.6％

[目標値]
20,900

[実績値]
20,498

<達成率>
98.1％

[目標値]
23,000

[実績値]
20,982

<達成率>
91.2％

[目標値]
21,500

運動普及推
進員の普及
活動参加者
数

（単位：人）

[目標値]
180,000

[実績値]
174,644

<達成率>
97.0％

[目標値]
171,000

[実績値]
170,256

<達成率>
99.6％

[目標値]
175,000

[実績値]
156,108

<達成率>
89.2％

[目標値]
175,000

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　運動普及推進員の養成、運動普及
推進員協議会の支援、運動による健
康づくり講座等は、地域住民自身に
よる健康づくりのための運動の普及
に寄与しており、今後も必要な事業
である。

6
地域保健活動
支援事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成16年度

【概　 要】本市で養成した地域保健活動ボランティアの合同による
研修会や、食生活改善推進員等の表彰を実施することにより、住
民主体の健康づくりを促進する。
【対象者】地域保健活動ボランティア
【具体的な活動内容】
・合同研修会の実施（年１回）
・市民健康づくり事業功労者表彰の実施（年１回）

市
単

[概算コスト]

（内訳）
・決算額
　
・人件費
 
　（　人）

[概算コスト]
1,205

（内訳）
・決算額
   309
・人件費
   896
　（0.21人）

[概算コスト]
1,294

（内訳）
・決算額
   445
・人件費
   849
　（0.21人）

[概算コスト]
1,048

（内訳）
・予算額
   496
・人件費
   552
　（0.13人）

合同研修会
の参加者数

（単位：人）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
300

[実績値]
-

<達成率>
-

[目標値]
300

[実績値]
255

<達成率>
85.0％

[目標値]
300

住民本位の
健康づくり
の促進

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　地域保健活動ボランティアの研修
会や、食生活改善推進員等の表彰
は、住民主体の健康づくりに寄与し
ており、今後も必要な事業である。

7
かごしま市民
健康５５プラン
推進事業

健康福祉局
健康づくり推

進課

○事業開始年度　平成14年度

【概　 要】かごしま市民健康５５プランをもとに、鹿児島市健康づくり
推進市民会議などの推進組織を運営する。また、１７年度に実施し
た中間評価のためのアンケート調査の結果に基づき、推進検討委
員会を開催する。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・市民会議の運営、推進検討委員会の開催、55ﾌﾟﾗﾝ普及用ﾘｰﾌﾚｯ
ﾄ作成、健康ﾆｭｰｽ発行、体にやさしいかごしまﾒﾆｭｰのお店、ｳｫｰｷ
ﾝｸﾞﾏｯﾌﾟ作成、55ﾌﾟﾗﾝ中間評価など

市
単

[概算コスト]
10,110

（内訳）
・決算額
　2,215
・人件費
　7,895
　（1.84人）

[概算コスト]
9,771

（内訳）
・決算額
　1,922
・人件費
　7,849
　（1.84人）

[概算コスト]
14,652

（内訳）
・決算額
　6,842
・人件費
　7,810
　（1.84人）

[概算コスト]
12,445

（内訳）
・予算額
　4,635
・人件費
　7,810
　（1.84人）

かごしま市
民健康55プ
ラン推進検
討委員会の
開催回数

（単位：回）

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
3

プランの普
及推進

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
　

[実績値]

<達成率>

[目標値]

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　市民の健康づくりの行動計画であ
る同プランを推進するため、推進組
織の運営等の取り組みは必要であ
る。

効率性 有効性主な活動指標 主な成果指標

№ 事務事業名 事業実施課 事　　業　　概　　要
財
源

概算コスト（単位：千円）
一　　次　　評　　価 二　　次　　評　　価

評
価
結
果

評価理由

評
価
結
果

達成度 妥当性



１　安心して健やかに暮らせるまち［安心健康都市］　（５） 市民の健康・体力づくりを支援する（健康づくり、保健予防、スポーツ・レクリエーション、救急・休日夜間医療、市立病院）　
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効率性 有効性主な活動指標 主な成果指標

№ 事務事業名 事業実施課 事　　業　　概　　要
財
源

概算コスト（単位：千円）
一　　次　　評　　価 二　　次　　評　　価

評
価
結
果

評価理由

評
価
結
果

達成度 妥当性

8
鹿児島市食品
衛生対策推進
補助事業

健康福祉局
生活衛生課

○事業開始年度　昭和55年度

【概　 要】食品衛生協会が実施する事業の運営費の一部を助成す
ることにより、業界の自主管理体制の確立を推進し、食品の安全
性の確保を図る。
【対象者】社団法人鹿児島県食品衛生協会鹿児島市支部
【具体的な活動内容】
・食品衛生講習会の開催
・食品衛生指導員の研修及び巡回指導
・業界紙の刊行
・限度額：５０万円

市
単

[概算コスト]
715

（内訳）
・決算額
500
・人件費
215
　（0.05人）

[概算コスト]
713

（内訳）
・決算額
500
・人件費
213
　（0.05人）

[概算コスト]
712

（内訳）
・決算額
500
・人件費
212
　（0.05人）

[概算コスト]
712

（内訳）
・予算額
500
・人件費
212
　（0.05人）

補助金交付
額

（単位：千
円）

[目標値]
500

[実績値]
500

<達成率>
100％

[目標値]
500

[実績値]
500

<達成率>
100％

[目標値]
500

[実績値]
500

<達成率>
100％

[目標値]
500

食品衛生指
導員の巡回
回数

（単位：回）

[目標値]
700

[実績値]
696

<達成率>
99.4％

[目標値]
700

[実績値]
699

<達成率>
99.9％

[目標値]
800

[実績値]
820

<達成率>
102.5％

[目標値]
850

◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　食品衛生協会が実施する事業の運
営費の一部助成は、業界の自主管
理体制の確立の推進と、食品の安全
性の確保に寄与しており、必要な事
業である。

9
食品・環境衛
生監視指導事
業

健康福祉局
生活衛生課

○事業開始年度　昭和24年度
【概　 要】食品衛生法や旅館業法等に基づき、営業施設の許可や
監視指導等を実施することにより、食の安全性の確保や公衆衛生
の維持向上を図る。
【対象者】食品及び環境関係の営業者又は営業施設
【具体的な活動内容】
・営業許可等に係る施設の検査及び監視指導
・監視指導計画に基づく重点監視指導
・温泉の成分等の掲示に関する監視指導
・学校給食等の集団給食施設に対する一斉点検

市
単

[概算コスト]
55,937

（内訳）
・決算額
  4,450
・人件費
51,487
　（12.00人）

[概算コスト]
60,368

（内訳）
・決算額
  4,916
・人件費
55,452
　（13.00人）

[概算コスト]
59,069

（内訳）
・決算額
  3,887
・人件費
55,182
　（13.00人）

[概算コスト]
63,995

（内訳）
・予算額
  4,568
・人件費
59,427
　（14.00人）

監視指導件
数

（単位：件）

[目標値]
8,000

[実績値]
8,805

<達成率>
110.1％

[目標値]
8,000

[実績値]
8,996

<達成率>
112.5％

[目標値]
9,000

[実績値]
9,259

<達成率>
102.9％

[目標値]
9,000

食の安全性
の確保、旅
館、公衆浴
場等の衛生
措置の徹底

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　営業施設の許可や監視指導等の
実施は、食の安全性の確保や公衆
衛生の維持向上に寄与しており、必
要な事業である。

10
Ｃ型肝炎等緊
急総合対策事
業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成14年度

【概　 要】国のＣ型肝炎等緊急総合対策の一環として基本健康診
査の対象者に肝炎ウイルス検診を実施し、Ｃ型及びＢ型肝炎ウイ
ルスの予防・早期発見・早期治療を図る。
【対象者】職場等で健康診断の受診機会がない４０･４５・５０・５５・
６０・６５・７０歳の方及び過去に肝機能異常を指摘されたことがあ
る方など
【具体的な活動内容】
・基本健康診査時に血液採取を行いウイルス感染の有無を確認
し、陽性者に対して治療勧奨を行う。

国
・
県
補
助

[概算コスト]
15,857

（内訳）
・決算額
11,094
・人件費
  4,763
　（1.11人）

[概算コスト]
23,382

（内訳）
・決算額
18,605
・人件費
  4,777
　（1.12人）

[概算コスト]
27,435

（内訳）
・決算額
22,596
・人件費
  4,839
　（1.14人）

[概算コスト]
24,076

（内訳）
・予算額
19,407
・人件費
  4,669
　（1.10人）

肝炎ウイル
ス検診受診
券発送数

（単位：人）

[目標値]
14,300

[実績値]
14,300

<達成率>
100％

[目標値]
13,700

[実績値]
13,700

<達成率>
100％

[目標値]
14,860

[実績値]
14,860

<達成率>
100％

[目標値]
14,600

肝炎ウイル
ス検診受診
者数

（単位：人）

[目標値]
14,300

[実績値]
  4,426

<達成率>
31.0％

[目標値]
13,700

[実績値]
  7,274

<達成率>
53.1％

[目標値]
14,860

[実績値]
  8,880

<達成率>
59.8％

[目標値]
14,600

○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ △ ◎ ◎ Ｂｃ Ｂｃ

事業手段の見直し（その他）

（理由）
　肝炎ウイルス検診を実施すること
は必要であるが、平成18年度をもっ
て国のＣ型肝炎等緊急総合対策事
業は終了予定であることから、平成
19年度以降については、国の動向を
踏まえた検討が必要である。

11
一般健康診断
事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和24年度

【概　 要】一般住民の健康診断や健康相談を実施し疾病の予防と
早期発見を図るとともに、進学、就職、各種免許の取得に必要な
診断書の発行を行う。
【対象者】希望する全市民
【具体的な活動内容】
・中央・東部・西部・南部保健センターにおいて、毎月２～４回、８時
３０分（西部・南部は９時）～１０時、尿検査・胸部レントゲン撮影・身
体計測・血圧測定・血液検査などを行う。

市
単

[概算コスト]
30,564

（内訳）
・決算額
11,257
・人件費
19,307
　（4.50人）

[概算コスト]
30,152

（内訳）
・決算額
10,957
・人件費
19,195
　（4.50人）

[概算コスト]
30,573

（内訳）
・決算額
11,556
・人件費
19,017
　（4.48人）

[概算コスト]
29,525

（内訳）
・予算額
10,508
・人件費
19,017
　（4.48人）

健康診断実
施回数

（単位：人）

[目標値]
102

[実績値]
102

<達成率>
100％

[目標値]
98

[実績値]
98

<達成率>
100％

[目標値]
99

[実績値]
99

<達成率>
100％

[目標値]
99

来所者数

（単位：人）

[目標値]
7,500

[実績値]
7,009

<達成率>
93.5％

[目標値]
6,500

[実績値]
6,161

<達成率>
94.8％

[目標値]
6,000

[実績値]
5,523

<達成率>
92.1％

[目標値]
5,500

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　健康診断、健康相談は、疾病の予
防と早期発見に寄与しており必要な
事業であり、診断書の発行は、進
学、就職、各種免許の取得に必要な
事業である。

12
インフルエンザ
個別予防接種
事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成13年度

【概　 要】予防接種法の規定により、高齢者等のインフルエンザ予
防接種を実施し、インフルエンザによる発病重症化や死亡等の防
止を図る。
【対象者】６５歳以上の市民、６０歳以上６５歳未満で呼吸器等の障
害１級の市民
【具体的な活動内容】
・市が委託した医療機関において予防接種を実施する。
・自己負担・・・１,000円（ワクチン代相当額）ただし、市民税非課税
世帯の方は負担なし
・接種時期　　　Ｈ１８．１０．１～Ｈ１９．３．３１

市
単

[概算コスト]
165,351

（内訳）
・決算額
163,206
・人件費
   2,145
　（0.50人）

[概算コスト]
194,737

（内訳）
・決算額
192,604
・人件費
   2,133
　（0.50人）

[概算コスト]
231,855

（内訳）
・決算額
229,690
・人件費
   2,165
　（0.51人）

[概算コスト]
221,685

（内訳）
・予算額
219,563
・人件費
   2,122
　（0.50人）

予防接種を
受けた人数

（単位：人）

[目標値]
95,895

[実績値]
95,895

<達成率>
100％

[目標値]
110,409

[実績値]
110,409

<達成率>
100％

[目標値]
112,454

[実績値]
112,454

<達成率>
100％

[目標値]
116,230

高齢者のイ
ンフルエン
ザの発症、
重症化等の
防止

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　インフルエンザによる発病重症化
や死亡等の防止を図るため、予防接
種法の規定による高齢者等へのイン
フルエンザ予防接種の実施は必要で
ある。

13
エイズ予防事
業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和61年度

【概　 要】エイズの発生及びまん延を防止するため、血液検査や正
しい知識の普及啓発に努め、市民のエイズに対する不安の解消を
図る。
【対象者】市民
【具体的な活動内容】
・血液検査（毎週火曜日　１３：００～１５：００　　　毎月第２木曜日
１７：３０～１９：００）
・予防研修会（学校関係者、一般市民）の実施
・電話や面談による相談
・２４時間エイズテレホンサービスの実施

国
補
助

[概算コスト]
2,211

（内訳）
・決算額
1,353
・人件費
   858
　（0.20人）

[概算コスト]
1,952

（内訳）
・決算額
1,099
・人件費
   853
　（0.20人）

[概算コスト]
1,898

（内訳）
・決算額
1,049
・人件費
   849
　（0.20人）

[概算コスト]
3,082

（内訳）
・予算額
1,342
・人件費
1,740
　（0.41人）

相談件数

（単位：件）

[目標値]
350

[実績値]
315

<達成率>
90.0％

[目標値]
400

[実績値]
380

<達成率>
95.0％

[目標値]
450

[実績値]
516

<達成率>
114.7％

[目標値]
500

エイズの予
防蔓延の防
止

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　エイズの発生及びまん延を防止し、
市民のエイズに対する不安の解消を
図るため、血液検査や正しい知識の
普及啓発を行うことは必要である。

14
栄養改善対策
事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和35年度

【概　 要】栄養相談、食と健康教室、給食施設従事者研修会等を
開催するとともに、給食施設指導を実施することにより、市民の健
康増進を図る。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】・母子栄養指導（個別指導・集団指導）…妊
産婦健康相談、乳児健診、１歳６か月児、３歳児健康診査や育児
教室、母親・父親になるための準備教室等で実施　・一般成人栄
養指導（個別指導・集団指導）…成人健康相談、各種教室で実施
・調理師研修会　・食と健康教室　・特定給食施設指導

市
単

[概算コスト]
7,971

（内訳）
・決算額
   505
・人件費
7,466
　（1.74人）

[概算コスト]
8,128

（内訳）
・決算額
   706
・人件費
7,422
　（1.74人）

[概算コスト]
7,713

（内訳）
・決算額
   709
・人件費
7,004
　（1.65人）

[概算コスト]
6,971

（内訳）
・予算額
1,028
・人件費
5,943
　（1.40人）

研修会開催
回数

（単位：回）

[目標値]
11

[実績値]
11

<達成率>
100％

[目標値]
８

[実績値]
８

<達成率>
100％

[目標値]
８

[実績値]
８

<達成率>
100％

[目標値]
10

研修会参加
者数

（単位：人）

[目標値]
600

[実績値]
563

<達成率>
93.8％

[目標値]
600

[実績値]
477

<達成率>
79.5％

[目標値]
600

[実績値]
511

<達成率>
85.2％

[目標値]
500

○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　栄養相談、食と健康教室、給食施
設従事者研修会等の開催や、給食
施設指導の実施は、市民の健康増
進に寄与しており、必要な事業であ
る。



１　安心して健やかに暮らせるまち［安心健康都市］　（５） 市民の健康・体力づくりを支援する（健康づくり、保健予防、スポーツ・レクリエーション、救急・休日夜間医療、市立病院）　

公平性

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 指標名 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 指標名 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

指
標
の
達
成
状
況

指
標
の
目
標
水
準

事
業
の
必
要
性

市
の
関
与

事
業
手
法

事
業
の
統
合

コ
ス
ト
縮
減
の
工
夫

成
果
向
上
へ
の
見
直
し

施
策
効
果

受
益
者
負
担
の
見
直
し

効率性 有効性主な活動指標 主な成果指標

№ 事務事業名 事業実施課 事　　業　　概　　要
財
源

概算コスト（単位：千円）
一　　次　　評　　価 二　　次　　評　　価

評
価
結
果

評価理由

評
価
結
果

達成度 妥当性

15
感染症発生動
向調査事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成５年度

【概　要】結核・感染症のデータ処理を行い、オンライン等で県・国
へ報告し、また当該還元情報を定期的に関係機関等へ情報提供
するとともに、市ホームページに掲載する。
【対象者】市民
【具体的な活動内容】
・感染症について定期（週毎・月毎）及び随時に、その発生を県・国
へ報告し、その還元情報を関係機関や市民にホームページなどで
提供する。

国
補
助

[概算コスト]
7,424

（内訳）
・決算額
4,421
・人件費
3,003
　（0.70人）

[概算コスト]
7,557

（内訳）
・決算額
4,571
・人件費
2,986
　（0.70人）

[概算コスト]
7,222

（内訳）
・決算額
4,251
・人件費
2,971
　（0.70人）

[概算コスト]
6,917

（内訳）
・予算額
4,370
・人件費
2,547
　（0.60人）

感染症報告
回数

（単位：回）

[目標値]
65

[実績値]
65

<達成率>
100％

[目標値]
65

[実績値]
65

<達成率>
100％

[目標値]
65

[実績値]
65

<達成率>
100％

[目標値]
65

感染症の蔓
延の防止

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　結核・感染症の情報収集や関係機
関、市民への情報提供は、結核・感
染症の発生防止に寄与しており、必
要な事業である。

16
感染症予防医
療事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成11年度

【概　 要】感染症予防に関する正しい知識の普及啓発と情報提供
や感染症発生時の健康診断勧告など適切な感染拡大防止対策を
実施し、感染症の発生及びまん延の防止を図る。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・感染症予防に関する広報
・患者発生時の健康診断、まん延防止策の実施

国
補
助

[概算コスト]
9,150

（内訳）
・決算額
6,576
・人件費
2,574
　（0.60人）

[概算コスト]
3,494

（内訳）
・決算額
   935
・人件費
2,559
　（0.60人）

[概算コスト]
3,655

（内訳）
・決算額
1,108
・人件費
2,547
　（0.60人）

[概算コスト]
4,328

（内訳）
・予算額
1,442
・人件費
2,886
　（0.68人）

感染症予防
啓発パンフ
等の配布

（単位：部）

[目標値]
3,000

[実績値]
3,000

<達成率>
100％

[目標値]
3,000

[実績値]
4,000

<達成率>
133.3％

[目標値]
3,000

[実績値]
3,500

<達成率>
116.7％

[目標値]
3,000

感染症の発
生と蔓延の
防止

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　感染症予防に関する正しい知識の
普及啓発と情報提供や感染症発生
時の健康診断勧告等の実施は、感
染症の発生及びまん延の防止に寄
与しており、必要な事業である。

17
胸部レントゲン
健康診断事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和24年度

【概　 要】一般住民の胸部レントゲン健康診断を実施することによ
り、結核の早期発見・早期治療を行うことにより、結核の予防、ま
ん延防止を図る。
【対象者】職場などで受診機会がない４０歳以上の方
【具体的な活動内容】
・学校、公民館、保健センター等の地域会場や精神病院及び介護
老人保健施設を巡回して、年１回の定期の健康診断を行う。また、
結核感染の疑いのある者に対する定期外の健康診断も行う。

国
補
助

[概算コスト]
39,892

（内訳）
・決算額
10,759
・人件費
29,133
　（6.79人）

[概算コスト]
44,971

（内訳）
・決算額
16,008
・人件費
28,963
　（6.79人）

[概算コスト]
38,887

（内訳）
・決算額
10,872
・人件費
28,015
　（6.60人）

[概算コスト]
34,531

（内訳）
・予算額
12,840
・人件費
21,691
　（5.11人）

胸部レント
ゲン健康診
断実施回数

（単位：人）

[目標値]
300

[実績値]
300

<達成率>
100％

[目標値]
311

[実績値]
311

<達成率>
100％

[目標値]
457

[実績値]
457

<達成率>
100％

[目標値]
431

胸部レント
ゲン健康診
断受診者数

（単位：人）

[目標値]
146,100

[実績値]
  21,559

<達成率>
14.8％

[目標値]
147,800

[実績値]
  20,748

<達成率>
14.0％

[目標値]
128,660

[実績値]
  24,060

<達成率>
18.7％

[目標値]
130,600

△ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　結核の予防、まん延防止を図るた
め、胸部レントゲン健康診断を実施
し、結核の早期発見・早期治療を行う
ことは必要である。

18
結核患者及び
家族管理検診
事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和26年度

【概　 要】経過観察中の結核患者に対し、精密検査を実施するとと
もに、結核患者と同居する者または接触していた者に対し、健康診
断を実施し、結核の再発や周囲への感染を防止する。
【対象者】結核登録者及び家族・接触者
【具体的な活動内容】
・経過観察中の結核患者に対し治療中止後、２～3年間６か月ごと
に検診依頼し結果の把握をする。家族及び接触者に対し、初回検
診後２か月、６か月、1年後、2年後に検診依頼し結果の把握をす
る。(保健所若しくは委託医療機関で受診。公費負担）

国
補
助

[概算コスト]
11,154

（内訳）
・決算額
  4,632
・人件費
  6,522
　（1.52人）

[概算コスト]
12,561

（内訳）
・決算額
  6,077
・人件費
  6,484
　（1.52人）

[概算コスト]
14,035

（内訳）
・決算額
  6,097
・人件費
  7,938
　（1.87人）

[概算コスト]
14,586

（内訳）
・予算額
  7,667
・人件費
  6,919
　（1.63人）

家族管理検
診通知者数

（単位：人）

[目標値]
710

[実績値]
868

<達成率>
122.3％

[目標値]
728

[実績値]
1,576

<達成率>
216.5％

[目標値]
1,998

[実績値]
1,318

<達成率>
66.0％

[目標値]
1,534

家族管理検
診受診者数

（単位：人）

[目標値]
868

[実績値]
805

<達成率>
92.7％

[目標値]
1,576

[実績値]
1,307

<達成率>
82.9％

[目標値]
1,318

[実績値]
1,051

<達成率>
79.7％

[目標値]
1,534

○ ◎ ◎ ◎ ○ △ ○ ○ ◎ － Ｂｂ Ｂｂ

事業手段の見直し（事務事業の統
合・振替）

（理由）
　結核の再発や周囲への感染を防止
することは必要であるが、結核定期
病状調査事業と目的がほぼ同じであ
ることから、結核定期病状調査事業
との事業の整理、統合による効率化
を図るべきである。

19
結核感染症予
防事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成13年度

【概　 要】結核感染症講演会等の開催、結核及び感染症に対する
市民への広報啓発により、結核の早期発見・早期治療を図る。
【対象者】結核医療に携わる医療従事者及び施設・学校関係者
【具体的な活動内容】
・結核感染症講演会の開催　（年１回）　公用車のマグネットパネル
掲示による広報（9月中旬）

市
単

[概算コスト]
2,837

（内訳）
・決算額
  520
・人件費
2,317
　（0.54人）

[概算コスト]
2,901

（内訳）
・決算額
  470
・人件費
2,431
　（0.57人）

[概算コスト]
2,976

（内訳）
・決算額
  514
・人件費
2,462
　（0.58人）

[概算コスト]
2,039

（内訳）
・予算額
  426
・人件費
1,613
　（0.38人）

結核感染症
講演会開催
回数

（単位：回）

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

参加者数

（単位：人）

[目標値]
140

[実績値]
123

<達成率>
87.9％

[目標値]
140

[実績値]
108

<達成率>
77.1％

[目標値]
140

[実績値]
130

<達成率>
92.9％

[目標値]
200

○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ － Ａ Ｂａ

事業手段の見直し（手段の改善）

（理由）
　参加者数が少ないことから、参加
者数が増加するよう改善を行うべき
である。

20 健康相談事業
健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和58年度

【概　 要】医師、保健師、管理栄養士等が、心身の健康や生活習
慣病の予防、治療等に関する市民の様々な相談に応じ、生活習慣
病の予防や介護予防を図る。
【対象者】65歳未満の住民
【具体的な活動内容】
・総合健康相談
　定期、健診併設健康相談を保健センター、保健福祉課で実施
・重点健康相談
　歯周疾患、病態別、食生活について保健センター、保健福祉課
で実施

国
・
県
補
助

[概算コスト]
13,366

（内訳）
・決算額
 5,643
・人件費
 7,723
　（1.80人）

[概算コスト]
18,086

（内訳）
・決算額
 7,721
・人件費
10,365
　（2.43人）

[概算コスト]
24,185

（内訳）
・決算額
10,602
・人件費
13,583
　（3.20人）

[概算コスト]
17,332

（内訳）
・予算額
  7,060
・人件費
10,272
　（2.41人）

総合健康相
談開催回数

（単位：回）

[目標値]
238

[実績値]
355

<達成率>
149.2％

[目標値]
556

[実績値]
580

<達成率>
104.3％

[目標値]
607

[実績値]
734

<達成率>
120.9％

[目標値]
204

総合健康相
談利用者数

（単位：人）

[目標値]
5,770

[実績値]
5,981

<達成率>
103.7％

[目標値]
10,455

[実績値]
10,022

<達成率>
95.9％

[目標値]
11,500

[実績値]
12,675

<達成率>
110.2％

[目標値]
2,500

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ○ ◎ － Ｂｂ Ｂｂ

事業手段の見直し（事務事業の統
合・振替）

（理由）
　ヘルスアップ学習支援事業と健康
相談事業は、どちらも生活習慣病予
防や介護予防を図ることを目的に実
施されており、事業の整理、統合によ
る効率化を図るべきである。

21
個別予防接種
事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成７年度

【概　 要】予防接種法に基づく定期の予防接種（ジフテリア・百日せ
き・破傷風、麻しん及び風しん混合、日本脳炎）と法に基づかない
麻しん、風しんの任意予防接種を実施し、これらの発生を防止す
る。
【対象者】三種混合：生後３月以上９０月未満
　　　　　　麻しんまたは風しん：生後３月以上９０月未満
　　　　　　日本脳炎：生後３６月以上９０月未満
【具体的な活動内容】
・市が委託した医療機関において予防接種を実施する。（公費負
担）

市
単

[概算コスト]
303,894

（内訳）
・決算額
298,745
・人件費
    5,149
　（1.20人）

[概算コスト]
301,649

（内訳）
・決算額
296,530
・人件費
    5,119
　（1.20人）

[概算コスト]
247,265

（内訳）
・決算額
242,044
・人件費
    5,221
　（1.23人）

[概算コスト]
297,899

（内訳）
・予算額
294,546
・人件費
    3,353
　（0.79人）

個別通知数

（単位：人）

[目標値]
71,049

[実績値]
71,049

<達成率>
100％

[目標値]
69,595

[実績値]
69,595

<達成率>
100％

[目標値]
70,754

[実績値]
70,754

<達成率>
100％

[目標値]
62,179

予防接種を
受けた人数

（単位：人）

[目標値]
71,049

[実績値]
51,965

<達成率>
73.1％

[目標値]
69,595

[実績値]
51,369

<達成率>
73.8％

[目標値]
43,169

[実績値]
39,547

<達成率>
91.6％

[目標値]
48,465

○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　ジフテリア・百日せき・破傷風、麻し
ん、風しん、日本脳炎の発生の防止
を図るため、これらの予防接種を行う
ことは必要である。



１　安心して健やかに暮らせるまち［安心健康都市］　（５） 市民の健康・体力づくりを支援する（健康づくり、保健予防、スポーツ・レクリエーション、救急・休日夜間医療、市立病院）　

公平性

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 指標名 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 指標名 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

指
標
の
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指
標
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目
標
水
準

事
業
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要
性

市
の
関
与

事
業
手
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事
業
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統
合

コ
ス
ト
縮
減
の
工
夫
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上
へ
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直
し
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策
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果

受
益
者
負
担
の
見
直
し

効率性 有効性主な活動指標 主な成果指標

№ 事務事業名 事業実施課 事　　業　　概　　要
財
源

概算コスト（単位：千円）
一　　次　　評　　価 二　　次　　評　　価

評
価
結
果

評価理由

評
価
結
果

達成度 妥当性

22 歯科保健事業
健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和51年度

【概　 要】地域において、う蝕や歯周病予防についての健康教育、
歯科保健指導（成人歯科教室）を開催するとともに、寝たきりの方
に対しての訪問歯科検診、訪問歯科指導を実施し、歯科保健に関
する正しい知識の普及と市民の歯の健康保持を図る。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・成人歯科教室　：保健センター等で１９回開催
・寝たきり者訪問歯科指導　：家庭訪問による歯科検診、歯科指導
・歯科衛生の普及　：８０２０運動の推進

市
単

[概算コスト]
4,770

（内訳）
・決算額
   909
・人件費
3,861
　（0.90人）

[概算コスト]
4,731

（内訳）
・決算額
   892
・人件費
3,839
　（0.90人）

[概算コスト]
4,674

（内訳）
・決算額
   854
・人件費
3,820
　（0.90人）

[概算コスト]
4,150

（内訳）
・予算額
   966
・人件費
3,184
　（0.75人）

成人歯科教
室実施回数

（単位：人）

[目標値]
14

[実績値]
12

<達成率>
85.7％

[目標値]
14

[実績値]
8

<達成率>
57.1％

[目標値]
19

[実績値]
19

<達成率>
100％

[目標値]
19

成人歯科教
室参加者数

（単位：人）

[目標値]
224

[実績値]
291

<達成率>
129.9％

[目標値]
224

[実績値]
173

<達成率>
77.2％

[目標値]
304

[実績値]
305

<達成率>
100.3％

[目標値]
304

○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　地域における、う蝕や歯周病予防
についての健康教育、歯科保健指導
の開催、寝たきりの方に対しての訪
問歯科検診、訪問歯科指導を実施
は、歯科保健に関する正しい知識の
普及と市民の歯の健康保持に寄与し
ており、必要な事業である。

23
小児慢性特定
疾患治療研究
事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成８年度
【概　 要】小児慢性特定疾患の治療研究を医療機関に委託し、当
該疾患の治療研究を推進するとともに、小児慢性特定疾患に罹患
した患者に対する医療給付(医療費の助成）を実施し、小児慢性特
定疾患の治療の確立、普及と患者家族の医療費の負担軽減を図
る。
【対象者】小児慢性特定疾患に罹患している１８歳未満の児童の
保護者
【具体的な活動内容】
・小児慢性特定疾患治療研究の委託　：委託医療機関８７
・健康保険の自己負担相当額から、前年度所得階層に応じて設定
された自己負担額を控除した額を公費で負担

国
補
助

[概算コスト]
98,547

（内訳）
・決算額
95,973
・人件費
  2,574
　（0.60人）

[概算コスト]
100,592

（内訳）
・決算額
  98,033
・人件費
    2,559
　（0.60人）

[概算コスト]
93,402

（内訳）
・決算額
89,836
・人件費
  3,566
　（0.84人）

[概算コスト]
101,304

（内訳）
・予算額
  97,781
・人件費
    3,523
　（0.83人）

給付件数

（単位：件）

[目標値]
4,658

[実績値]
4,687

<達成率>
100.6％

[目標値]
4,607

[実績値]
4,361

<達成率>
94.7％

[目標値]
5,271

[実績値]
4,914

<達成率>
93.2％

[目標値]
4,730

疾病予防と
疾病の早期
発見

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　小児慢性特定疾患の治療の確立、
普及と患者家族の医療費の負担軽
減を図るために、同疾患に係る治療
研究の医療機関への委託と、罹患し
た患者に対する医療給付は必要で
ある。

24
新生児・妊産
婦訪問指導事
業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和48年度

【概　 要】新生児未熟児の育成状況や妊産婦の健康状態等につ
いて個別に訪問指導し、妊産婦の育児に対する支援を行うことに
より、新生児の健全な育成と妊産婦の育児不安の解消、虐待防止
を図る。
【対象者】新生児、妊産婦、未熟児
【具体的な活動内容】出生時体重による新生児訪問従事者
・２３０１ｇ以上　：開業助産師（委託）
・１５０１ｇ～２３００ｇ　：保健センター保健師
・１５００ｇ以下　：保健センター助産師
妊産婦訪問　　　健康診査情報や本人希望による訪問

国
補
助

[概算コスト]
16,530

（内訳）
・決算額
14,299
・人件費
  2,231
　（0.52人）

[概算コスト]
15,273

（内訳）
・決算額
13,055
・人件費
  2,218
　（0.52人）

[概算コスト]
16,901

（内訳）
・決算額
13,335
・人件費
  3,566
　（0.84人）

[概算コスト]
17,687

（内訳）
・予算額
15,480
・人件費
  2,207
　（0.52人）

新生児訪問
指導件数

（単位：件）

[目標値]
4,000

[実績値]
4,374

<達成率>
109.4％

[目標値]
4,080

[実績値]
3,949

<達成率>
96.8％

[目標値]
4,430

[実績値]
4,021

<達成率>
90.8％

[目標値]
4,250

新生児の健
全な育成

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　新生児未熟児の育成状況や妊産
婦の健康状態等について個別に訪
問指導し、妊産婦の育児に対する支
援を行うことは、新生児の健全な育
成と妊産婦の育児不安の解消、虐待
防止に寄与しており、必要な事業で
ある。

25
生活習慣病検
診（すこやか検
診）事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和58年度

【概　 要】基本健康診査、各種がん（胃・子宮・乳・肺・大腸・前立
腺）検診等を実施するとともに、栄養や運動等に関する保健指導、
健康管理に関する正しい知識の普及、適切な治療勧奨を行うこと
により、生活習慣病（がん・脳卒中・心臓病等）の予防、早期発見、
早期治療を推進する。
【対象者】職場などで健康診断の受診機会がない４０歳以上の方
及び３２歳の女性
【具体的な活動内容】・学校、公民館、保健センター等の地域会場
や契約医療機関において、血液検査や診察などの基本健康診査
や各種がん検診を行う

国
・
県
補
助

[概算コスト]
488,466

（内訳）
・決算額
468,129
・人件費
  20,337
　（4.74人）

[概算コスト]
498,258

（内訳）
・決算額
478,039
・人件費
  20,219
　（4.74人）

[概算コスト]
617,825

（内訳）
・決算額
595,158
・人件費
  22,667
　（5.34人）

[概算コスト]
647,080

（内訳）
・予算額
618,173
・人件費
  28,907
　（6.81人）

基本健康診
査実施回数

（単位：人）

[目標値]
132

[実績値]
132

<達成率>
100％

[目標値]
179

[実績値]
179

<達成率>
100％

[目標値]
177

[実績値]
177

<達成率>
100％

[目標値]
178

基本健康診
査受診者数

（単位：人）

[目標値]
75,800

[実績値]
29,322

<達成率>
38.7％

[目標値]
76,900

[実績値]
31,266

<達成率>
40.7％

[目標値]
86,580

[実績値]
36,808

<達成率>
42.5％

[目標値]
87,700

△ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ Ａ Ｂｃ

事業手段の見直し(その他）

（理由）
　生活習慣病の予防、早期発見、早
期治療を推進するために、基本健康
診査、各種がん検診等の実施は必
要であるが、受診率の状況を踏ま
え、対象者数のより適切な把握、効
果的な案内の送付など、より効果的
な事業となるような改善を図るべきで
ある。

26
地域保健活動
事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和22年度
　
【概　 要】保健師による家庭訪問、健康相談、健康診査、健康教
育、家庭訪問以外の個別支援活動により、地域組織との連携を図
りながら、地域保健活動を推進し、ライフサイクルにあわせた個人
及び集団の健康増進、健康回復の支援と地域全体の健康のレベ
ルアップを図る。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・保健師による家庭訪問、健康相談、健康診査、健康教育
・家庭訪問以外の個別支援活動
・地域組織との連絡会や交流会等の開催（随時）

市
単

[概算コスト]
61,469

（内訳）
・決算額
  3,418
・人件費
58,051
　（13.53人）

[概算コスト]
63,596

（内訳）
・決算額
  3,367
・人件費
60,229
　（14.12人）

[概算コスト]
64,048

（内訳）
・決算額
  3475
・人件費
60,573
　（14.27人）

[概算コスト]
46,308

（内訳）
・予算額
  3,563
・人件費
42,745
　（11.71人）

家庭訪問指
導の実施回
数

（単位：回）

[目標値]
2,650

[実績値]
2,608

<達成率>
98.4％

[目標値]
3,350

[実績値]
3,316

<達成率>
99.0％

[目標値]
3,550

[実績値]
3,519

<達成率>
99.1％

[目標値]
3,600

家庭訪問指
導による被
指導者数

（単位：人）

[目標値]
9,880

[実績値]
9,870

<達成率>
99.9％

[目標値]
11,000

[実績値]
10,768

<達成率>
97.9％

[目標値]
10,000

[実績値]
9,929

<達成率>
99.3％

[目標値]
10,500

◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　保健師による家庭訪問、健康相
談、家庭訪問以外の個別支援活動
等による地域保健活動の推進は、個
人及び集団の健康増進、健康回復
の支援と地域全体の健康のレベル
アップに寄与しており、必要な事業で
ある。

27
地域保健調査
研究事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成11年度

【概　 要】保健所職員等に対する資質向上のための研修会等の開
催や県の保健事業評価実施要領に基づく保健事業の評価を行
い、本市保健事業の円滑な推進を図る。
【対象者】保健所職員等
【具体的な活動内容】
・保健行政に関する研修会の開催
・保健事業運営に係わる連絡会・報告会
・打ち合わせ会・検討会等の開催（随時）
・保健事業の評価（１回）

市
単

[概算コスト]
2,466

（内訳）
・決算額
   192
・人件費
2,274
　（0.53人）

[概算コスト]
2,367

（内訳）
・決算額
   149
・人件費
2,218
　（0.52人）

[概算コスト]
2,201

（内訳）
・決算額
    79
・人件費
2,122
　（0.50人）

[概算コスト]
1,310

（内訳）
・予算額
   164
・人件費
1,146
　（0.13人）

研修会等の
開催回数

（単位：回）

[目標値]
6

[実績値]
3

<達成率>
50.0％

[目標値]
6

[実績値]
4

<達成率>
66.7％

[目標値]
4

[実績値]
2

<達成率>
50.0％

[目標値]
6

研修会等の
参加者数

（単位：人）

[目標値]
100

[実績値]
  85

<達成率>
85.0％

[目標値]
150

[実績値]
146

<達成率>
97.3％

[目標値]
120

[実績値]
106

<達成率>
88.3％

[目標値]
150

○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　保健所職員等に対する研修会等の
開催や、保健事業の評価を行うこと
は、本市保健事業の円滑な推進に寄
与しており、必要な事業である。

28
ＢＣＧ予防接種
事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和26年度

【概　 要】６か月未満の乳児に対するＢＣＧ予防接種を実施し、乳
幼児期の重症結核等を防止する。
【対象者】生後６か月未満の乳児
【具体的な活動内容】
・保健センターでの集団接種
中央（１６回）　東部（７回）　南部（１５回）　西部（１０回）　吉田・桜
島・松元・郡山・喜入各６回（公費負担）

市
単

[概算コスト]
17,439

（内訳）
・決算額
  9,244
・人件費
  8,195
　（1.91人）

[概算コスト]
17,530

（内訳）
・決算額
  9,383
・人件費
  8,147
　（1.91人）

[概算コスト]
18,280

（内訳）
・決算額
  9,324
・人件費
  8,956
　（2.11人）

[概算コスト]
17,970

（内訳）
・予算額
  9,098
・人件費
  8,872
　（2.09人）

予防接種通
知書発送枚
数

（単位：人）

[目標値]
6,000

[実績値]
5,683

<達成率>
94.7％

[目標値]
6,000

[実績値]
5,817

<達成率>
97.0％

[目標値]
5,600

[実績値]
5,440

<達成率>
97.1％

[目標値]
5,500

予防接種を
受けた人数

（単位：人）

[目標値]
5,683

[実績値]
5,471

<達成率>
96.3％

[目標値]
5,817

[実績値]
5,771

<達成率>
99.2％

[目標値]
5,440

[実績値]
5,295

<達成率>
97.3％

[目標値]
5,500

○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　乳幼児期の重症結核等の防止を図
るため、６か月未満の乳児に対する
ＢＣＧ予防接種は必要である。



１　安心して健やかに暮らせるまち［安心健康都市］　（５） 市民の健康・体力づくりを支援する（健康づくり、保健予防、スポーツ・レクリエーション、救急・休日夜間医療、市立病院）　

公平性

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 指標名 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 指標名 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

指
標
の
達
成
状
況

指
標
の
目
標
水
準

事
業
の
必
要
性

市
の
関
与

事
業
手
法

事
業
の
統
合

コ
ス
ト
縮
減
の
工
夫

成
果
向
上
へ
の
見
直
し

施
策
効
果

受
益
者
負
担
の
見
直
し

効率性 有効性主な活動指標 主な成果指標

№ 事務事業名 事業実施課 事　　業　　概　　要
財
源

概算コスト（単位：千円）
一　　次　　評　　価 二　　次　　評　　価

評
価
結
果

評価理由

評
価
結
果

達成度 妥当性

29
乳幼児健康診
査事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和36年度

【概　 要】３か月、７か月、１歳児の健康診査を医療機関に委託す
るとともに、保健センターで１歳６か月児及び３歳児の健康診査を
実施し、異常の早期発見と、適切な措置を講ずることによる乳幼児
の健康の保持増進を図る。
【対象者】乳児及び１歳６か月児、３歳児
【具体的な活動内容】
・３か月、７か月、１歳児健康診査　：委託医療機関で実施
・１歳６か月児健康診査　：保健センター等で１４５回開催
・３歳児健康診査　：保健センター等で１４８回開催
・乳幼児予約制検診　：保健センターで３６回開催

市
単

[概算コスト]
131,337

（内訳）
・決算額
101,089
・人件費
  30,248
　（7.05人）

[概算コスト]
134,066

（内訳）
・決算額
103,994
・人件費
  30,072
　（7.05人）

[概算コスト]
143,195

（内訳）
・決算額
107,539
・人件費
  35,656
　（8.40人）

[概算コスト]
140,387

（内訳）
・予算額
107,787
・人件費
  32,600
　（7.68人）

１歳６か月
児及び３歳
児検診票発
送件数

（単位：件）

[目標値]
10,700

[実績値]
10,609

<達成率>
99.1％

[目標値]
10,660

[実績値]
11,484

<達成率>
107.7％

[目標値]
11,220

[実績値]
10,843

<達成率>
96.6％

[目標値]
10,920

１歳６か月
児及び３歳
児検診受診
者数

（単位：人）

[目標値]
9,690

[実績値]
9,719

<達成率>
100.3％

[目標値]
  9,760

[実績値]
10,027

<達成率>
102.7％

[目標値]
10,300

[実績値]
10,270

<達成率>
99.7％

[目標値]
10,920

◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　医療機関への委託による３か月、７
か月、１歳児の健康診査と、保健セン
ターにおける１歳６か月児及び３歳児
の健康診査は、異常の早期発見と、
乳幼児の健康の保持増進に寄与し
ており、必要な事業である。

30
妊婦健康診
査・健康相談
事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和24年度

【概　 要】妊産婦やその配偶者等への妊娠、出産、育児に対する
保健指導を行うとともに、医療機関に妊婦の健康診査を委託する
ことにより、安全な分娩と健康な子どもの出生を図る。
【対象者】妊産婦及びその配偶者等
【具体的な活動内容】
・母子手帳交付及び健康相談　：保健センター等で２０６回開催
・母親・父親になるための準備教室　：保健センターで10コース開
催
・妊婦健康診査　委託医療機関で実施(35週まで２回、36週以降１
回）

市
単

[概算コスト]
117,321

（内訳）
・決算額
104,750
・人件費
  12,571
　（2.93人）

[概算コスト]
117,425

（内訳）
・決算額
104,927
・人件費
  12,498
　（2.93人）

[概算コスト]
124,564

（内訳）
・決算額
109,622
・人件費
  14,942
　（3.52人）

[概算コスト]
125,409

（内訳）
・予算額
109,576
・人件費
  15,833
　（3.73人）

妊産婦健康
相談者数

（単位：人）

[目標値]
5,300

[実績値]
5,385

<達成率>
101.6％

[目標値]
5,490

[実績値]
5,413

<達成率>
98.6％

[目標値]
5,750

[実績値]
5,600

<達成率>
97.4％

[目標値]
5,490

安全な分
娩、健康な
子どもの出
生の推進

[目標値]

[実績値]

<達成率>
％

[目標値]

[実績値]

<達成率>
％

[目標値]

[実績値]

<達成率>
％

[目標値]

◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　妊産婦やその配偶者等への妊娠、
出産、育児に対する保健指導の実施
と、医療機関への妊婦の健康診査の
委託は、安全な分娩と健康な子ども
の出生に寄与しており、必要な事業
である。

31
東桜島地区高
齢者健康診査
事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成４年度

【概　 要】本市で最も高齢化、過疎化が進んだ東桜島地区の高齢
者の健康診査、健康教育、健康相談等を実施することにより、同
地区の高齢者の健康管理、生活習慣改善を図る。
【対象者】東桜島地区における６５歳以上の高齢者
【具体的な活動内容】
・内科、血圧測定及び血液検査
・健康指導、健康相談、訪問指導

市
単

[概算コスト]
2,646

（内訳）
・決算額
1,016
・人件費
1,630
　（0.38人）

[概算コスト]
2,681

（内訳）
・決算額
1,060
・人件費
1,621
　（0.38人）

[概算コスト]
2,491

（内訳）
・決算額
   878
・人件費
1,613
　（0.38人）

[概算コスト]
2,494

（内訳）
・予算額
   966
・人件費
1,528
　（0.34人）

健康診査実
施回数

（単位：回）

[目標値]
18

[実績値]
18

<達成率>
100％

[目標値]
14

[実績値]
14

<達成率>
100％

[目標値]
14

[実績値]
14

<達成率>
100％

[目標値]
14

健康診査受
診者数

（単位：人）

[目標値]
220

[実績値]
219

<達成率>
99.6％

[目標値]
200

[実績値]
190

<達成率>
95.0％

[目標値]
190

[実績値]
158

<達成率>
83.2％

[目標値]
190

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ － Ａ Ｂａ

事業手段の見直し（手段の改善）

（理由）
　桜島保健福祉課の機能の活用も含
めた見直しを検討する必要がある。

32
ヘルスアップ
学習支援事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和58年度

【概　 要】地域生活習慣病予防教室、こころの健康教室、糖尿病予
防教室等を実施し、生活習慣病の予防、健康増進、介護予防など
健康に関する正しい知識の普及を図る。
【対象者】65歳未満の市民
【具体的な活動内容】
・ストレッチ教室、糖尿病予防講演会、生活習慣病予防教室、ここ
ろの健康教室、疾病予防教室を保健センター、保健福祉課、地域
の公民館等で実施

国
・
県
補
助

[概算コスト]
16,466

（内訳）
・決算額
  2,822
・人件費
13,644
　（3.18人）

[概算コスト]
19,923

（内訳）
・決算額
  3,970
・人件費
15,953
　（3.74人）

[概算コスト]
26,315

（内訳）
・決算額
  3,733
・人件費
22,582
　（5.32人）

[概算コスト]
14,321

（内訳）
・予算額
  2,818
・人件費
11,503
　（2.70人）

地域生活習
慣病予防教
室の実施回
数

（単位：回）

[目標値]
216

[実績値]
314

<達成率>
145.4％

[目標値]
340

[実績値]
421

<達成率>
123.8％

[目標値]
340

[実績値]
580

<達成率>
170.6％

[目標値]
310

地域生活習
慣病予防教
室の受講者
数

（単位：人）

[目標値]
6,470

[実績値]
7,211

<達成率>
111.5％

[目標値]
  8,500

[実績値]
12,061

<達成率>
141.9％

[目標値]
  8,500

[実績値]
13,818

<達成率>
162.6％

[目標値]
7,750

◎ ◎ ◎ ○ ○ △ ◎ ○ ◎ － Ｂｂ Ｂｂ

事業手段の見直し（事務事業の統
合・振替）

（理由）
　ヘルスアップ学習支援事業と健康
相談事業は、どちらも生活習慣病予
防や介護予防を図ることを目的に実
施されており、事業の整理、統合によ
る効率化を図るべきである。

33 訪問指導事業
健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和58年度

【概　 要】介護予防、疾病予防の観点から保健指導が必要である
と認められる者及びその家族に対して、保健師等が家庭訪問をし
て、生活習慣病などの疾病予防と介護予防のためのアドバイスを
行うとともに、各種サービスに関する医療や福祉機関との調整を
行い、心身機能の低下の防止と健康の保持増進を図る。
【対象者】65歳未満の市民
【具体的な活動内容】
・閉じこもり者、処遇困難な者等、健康診査等受診者のうち訪問指
導が必要な者に対して訪問する。

国
・
県
補
助

[概算コスト]
20,312

（内訳）
・決算額
  6,797
・人件費
13,515
　（3.15人）

[概算コスト]
24,620

（内訳）
・決算額
  8,752
・人件費
15,868
　（3.72人）

[概算コスト]
25,670

（内訳）
・決算額
  6,569
・人件費
19,101
　（4.50人）

[概算コスト]
18,020

（内訳）
・予算額
  1,508
・人件費
16,512
　（3.89人）

訪問指導日
数

（単位：日）

[目標値]
1,100

[実績値]
1,142

<達成率>
103.8％

[目標値]
1,360

[実績値]
1,492

<達成率>
109.7％

[目標値]
1,175

[実績値]
1,095

<達成率>
93.2％

[目標値]
318

訪問指導延
べ人数

（単位：人）

[目標値]
7,200

[実績値]
7,061

<達成率>
98.1％

[目標値]
8,562

[実績値]
8,357

<達成率>
97.6％

[目標値]
6,200

[実績値]
6,680

<達成率>
107.7％

[目標値]
1,940

○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　介護予防、疾病予防の観点から保
健指導が必要であると認められる者
等に対する、保健師等の家庭訪問に
よる疾病予防と介護予防のためのア
ドバイスや、各種サービスに関する
医療や福祉機関との調整は、心身機
能の低下の防止と健康の保持増進
に寄与しており、必要な事業である。

34

未熟児養育医
療及び妊娠高
血圧症候群等
療養援護事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和33年度

【概　 要】養育のため病院又は診療所に収容することを必要とする
未熟児に対し必要な医療給付を行うとともに、妊娠高血圧症候群
にり患している妊産婦に対しては療養援護費を支給することによ
り、未熟児の健全な成長や健康保持を図るとともに、妊産婦の症
状の重症化等の防止を図る。
【対象者】未熟児及び妊娠高血圧症候群に罹患している妊産婦
【具体的な活動内容】・出生時体重が2000ｇ以下又は生活力が特
に薄弱な未熟児を対象
・給付対象　：医療費の自己負担分を公費で負担
・費用徴収　：国の費用徴収基準に基づき扶養義務者から徴収

国
補
助

[概算コスト]
59,032

（内訳）
・決算額
56,458
・人件費
  2,574
　（0.60人）

[概算コスト]
70,223

（内訳）
・決算額
67,664
・人件費
  2,559
　（0.60人）

[概算コスト]
62,868

（内訳）
・決算額
60,279
・人件費
  2,589
　（0.61人）

[概算コスト]
67,207

（内訳）
・予算額
64,618
・人件費
  2,589
　（0.61人）

給付件数

（単位：件）

[目標値]
631

[実績値]
650

<達成率>
103.0％

[目標値]
652

[実績値]
715

<達成率>
109.7％

[目標値]
755

[実績値]
673

<達成率>
89.1％

[目標値]
590

未熟児の健
全な育成、
妊産婦の重
症化等の防
止

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　未熟児の健全な成長や健康保持
と、妊娠高血圧症候群にり患してい
る妊産婦の症状の重症化等の防止
を図るため、未熟児に対する必要な
医療給付や、妊産婦に対する療養援
護費の支給は必要である。

35
幼児むし歯予
防事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成元年度

【概　 要】１歳児の歯科健康診査及び２歳児、２歳６か月児のフッ
素塗布を市内の歯科医療機関に委託して実施することにより、幼
児のむし歯を予防し口腔の健康の保持増進を図る。
【対象者】１歳児、２歳児及び２歳６か月児
【具体的な活動内容】
・１歳児歯科健康診査における検診内容
　歯の状態、咬合、軟組織、習癖等
　口腔衛生指導（歯磨き指導）

市
単

[概算コスト]
27,727

（内訳）
・決算額
24,724
・人件費
  3,003
　（0.70人）

[概算コスト]
28,202

（内訳）
・決算額
25,216
・人件費
  2,986
　（0.70人）

[概算コスト]
29,468

（内訳）
・決算額
26,454
・人件費
  3,014
　（0.71人）

[概算コスト]
28,216

（内訳）
・予算額
25,202
・人件費
  3,014
　（0.71人）

２歳児・２歳
６か月児
フッ素塗布
受診票発送
数

（単位：件）

[目標値]
10,660

[実績値]
10,546

<達成率>
98.9％

[目標値]
10,660

[実績値]
10,935

<達成率>
102.6％

[目標値]
11,260

[実績値]
11,280

<達成率>
100.2％

[目標値]
11,200

２歳児・２歳
６か月児
フッ素塗布
受診者数

（単位：人）

[目標値]
7,300

[実績値]
7,469

<達成率>
102.3％

[目標値]
7,240

[実績値]
7,929

<達成率>
109.5％

[目標値]
7,650

[実績値]
7,902

<達成率>
103.3％

[目標値]
7,690

◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　１歳児の歯科健康診査及び２歳
児、２歳６か月児のフッ素塗布を市内
の歯科医療機関に委託して実施する
ことは、幼児のむし歯の予防と、口腔
の健康の保持増進に寄与しており、
必要な事業である。



１　安心して健やかに暮らせるまち［安心健康都市］　（５） 市民の健康・体力づくりを支援する（健康づくり、保健予防、スポーツ・レクリエーション、救急・休日夜間医療、市立病院）　
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一　　次　　評　　価 二　　次　　評　　価

評
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評価理由

評
価
結
果

達成度 妥当性

36 予防接種事業
健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和24年度

【概　 要】予防接種法に基づく定期及び臨時の予防接種のうち、ポ
リオ（小児まひ）ワクチンの接種を保健所で実施し、ポリオのまん延
の防止を図る。
【対象者】生後３月以上９０月未満
【具体的な活動内容】
・ポリオ予防接種を春（４～６月）秋（９月～１２月）に各保健セン
ターで実施
・中央（２４回）　東部（１２回）　南部（２４回）　西部（１３回）　吉田・
桜島・松元・郡山・喜入各４回
計９３回（公費負担）

県
補
助

[概算コスト]
28,706

（内訳）
・決算額
22,485
・人件費
  6,221
　（1.45人）

[概算コスト]
29,883

（内訳）
・決算額
23,698
・人件費
  6,185
　（1.45人）

[概算コスト]
30,337

（内訳）
・決算額
22,399
・人件費
  7,938
　（1.87人）

[概算コスト]
33,377

（内訳）
・予算額
23,020
・人件費
10,357
　（1.86人）

個別通知

（単位：人）

[目標値]
10,727

[実績値]
  9,930

<達成率>
92.6％

[目標値]
11,251

[実績値]
10,592

<達成率>
94.1％

[目標値]
10,996

[実績値]
10,648

<達成率>
96.8％

[目標値]
10,142

予防接種を
受けた人数

（単位：人）

[目標値]
9,930

[実績値]
9,921

<達成率>
99.9％

[目標値]
10,592

[実績値]
10,081

<達成率>
95.2％

[目標値]
10,648

[実績値]
  9,781

<達成率>
91.9％

[目標値]
10,142

◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　ポリオのまん延の防止を図るため、
予防接種法に基づくポリオワクチン
の接種を保健所で実施することは必
要である。

37
健康度評価事
業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成15年度

【概　 要】基本健診の結果をもとに、生活習慣アセスメント票を用い
た健康度評価を行い、疾病の予防や健康の保持増進を図る。
【対象者】基本健康診査等を受診した市民
【具体的な活動内容】
・保健センター、保健福祉課等で実施

国
・
県
補
助

[概算コスト]
6,185

（内訳）
・決算額
1,380
・人件費
4,805
　（1.12人）

[概算コスト]
6,136

（内訳）
・決算額
1,359
・人件費
4,777
　（1.12人）

[概算コスト]
9,303

（内訳）
・決算額
1,620
・人件費
7,683
　（1.81人）

[概算コスト]
7,252

（内訳）
・予算額
1,734
・人件費
5,518
　（1.30人）

健康度評価
実施回数

（単位：回）

[目標値]
  96

[実績値]
103

<達成率>
107.3％

[目標値]
108

[実績値]
143

<達成率>
132.4％

[目標値]
164

[実績値]
127

<達成率>
77.4％

[目標値]
164

健康度評価
実施者数

（単位：人）

[目標値]
700

[実績値]
707

<達成率>
101.0％

[目標値]
1,000

[実績値]
1,105

<達成率>
110.5％

[目標値]
1,371

[実績値]
1,293

<達成率>
94.3％

[目標値]
1,270

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　基本健診の結果をもとに、生活習
慣アセスメント票を用いた健康度評
価を行うことは、疾病の予防や健康
の保持増進に寄与しており、必要な
事業である。

38
歯周疾患検診
事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成17年度

【概　 要】成人が歯を失う主な原因である歯周疾患を予防するた
め、歯周疾患検診を歯科医療機関に委託して行い、食生活の改善
等により高齢者の健康の維持増進を図る。
【対象者】４０歳、５０歳、６０歳、７０歳の市民
【具体的な活動内容】
・歯周疾患検診における検診内容
　歯の状態、歯周ポケットの深さ検査

国
・
県
補
助

[概算コスト]

（内訳）
・決算額

・人件費

　（人）

[概算コスト]

（内訳）
・決算額

・人件費

　（人）

[概算コスト]
1,580

（内訳）
・決算額
1,156
・人件費
   424
　（0.10人）

[概算コスト]
2,418

（内訳）
・予算額
1,909
・人件費
   509
　（0.12人）

歯周疾患検
診受診券発
送数

（単位：件）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
27,000

[実績値]
21,191

<達成率>
78.5％

[目標値]
29,500

歯周疾患検
診受診者数

（単位：人）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
1,700

[実績値]
  637

<達成率>
37.5％

[目標値]
800

△ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　歯周疾患検診を歯科医療機関に委
託して行うことは、歯周疾患の予防
と、食生活の改善等による高齢者の
健康の維持増進に寄与しており、必
要な事業である。

39
高齢者らくらく
元気力向上支
援事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成17年度

【概　 要】健康寿命の延伸のために、「介護予防のうねりを起こす
会」を開催し、市民と共に元気力向上のための健康体操「らくらく体
操」の普及啓発、低栄養の予防の普及啓発　評価会の実施を通し
て、元気で活動的な高齢者づくりを推進する。
【対象者】高齢者
【具体的な活動内容】
・運動普及推進員、健康づくり推進員、介護予防のうねりを起こす
会のメンバー及び保健師等による「らくらく体操」の普及、継続、指
導、研修　 　・介護予防のうねりを起こす会の開催　 　・評価の実
施：体操を継続実施し、効果

市
単

[概算コスト]

（内訳）
・決算額

・人件費
 
　（　人）

[概算コスト]

（内訳）
・決算額

・人件費
 
　（　人）

[概算コスト]
4,305

（内訳）
・決算額
2,607
・人件費
1,698
　（0.40人）

[概算コスト]
5,128

（内訳）
・予算額
1,095
・人件費
4,033
　（0.95人）

介護予防の
うねりを起
こす会の参
加者数

（単位：人）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
100

[実績値]
  88

<達成率>
88.0％

[目標値]
88

元気で活動
的な高齢者
づくり

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　「介護予防のうねりを起こす会」の
開催や、「らくらく体操」の普及啓発、
低栄養の予防の普及啓発　評価会
の実施は、健康寿命の延伸と、元気
で活動的な高齢者づくりに寄与して
おり、必要な事業である。

40
難病患者地域
支援事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和23年度

【概　 要】難病患者の実情に応じた在宅療養計画の作成や医療講
演会の開催、訪問診療事業、短期入所事業などを行い、難病患者
の生活の質の向上、療養生活の安心・安定を図る。
【対象者】障害者、疾病者、難病患者を支援する関係機関
【具体的な活動内容】
・在宅療養支援計画・評価事業（学習会と検討会年4回・患者自宅
ベッドサイドでの検討会随時）　・訪問相談を行う職員の研修参加
・医療講演会の開催（年3回）　・訪問診療事業　・難病患者短期入
所事業　・特定疾患治療研究事業の申請受付事務

国
・
県
補
助

[概算コスト]
8,777

（内訳）
・決算額
1,097
・人件費
7,680
　（1.79人）

[概算コスト]
9,125

（内訳）
・決算額
1,319
・人件費
7,806
　（1.83人）

[概算コスト]
8,109

（内訳）
・決算額
1,275
・人件費
6,834
　（1.61人）

[概算コスト]
8,000

（内訳）
・予算額
1,803
・人件費
6,197
　（1.46人）

医療講演
会・療養相
談会等の回
数

（単位：回）

[目標値]
10

[実績値]
 8

<達成率>
80.0％

[目標値]
10

[実績値]
23

<達成率>
230.0％

[目標値]
10

[実績値]
29

<達成率>
290.0％

[目標値]
21

医療講演
会・療養相
談会等の参
加者数

（単位：人）

[目標値]
251

[実績値]
222

<達成率>
88.4％

[目標値]
251

[実績値]
236

<達成率>
94.0％

[目標値]
251

[実績値]
454

<達成率>
180.9％

[目標値]
394

◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　難病患者の実情に応じた在宅療養
計画の作成や医療講演会の開催、
訪問診療事業、短期入所事業などの
実施は、難病患者の生活の質の向
上、療養生活の安心・安定に寄与し
ており、必要な事業である。

41
難病団体連絡
協議会補助事
業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　昭和59年度

【概　 要】鹿児島市難病団体連絡協議会へ補助金を交付し、難病
の早期発見及び適正医療を図るとともに、難病患者の社会復帰や
難病患者に対する社会的理解の促進を図る。
【対象者】難病患者･家族
【具体的な活動内容】
・補助種類：難病団体への補助
・補助による効果：鹿児島市難病団体連絡協議会の安定化が図ら
れるとともに難病の早期発見や適正医療の促進につながる。

市
単

[概算コスト]
204

（内訳）
・決算額
200
・人件費
4
　（0.01人）

[概算コスト]
204

（内訳）
・決算額
200
・人件費
4
　（0.01人）

[概算コスト]
204

（内訳）
・決算額
200
・人件費
4
　（0.01人）

[概算コスト]
204

（内訳）
・予算額
200
・人件費
4
　（0.01人）

補助金額

（単位：円）

[目標値]
200

[実績値]
200

<達成率>
100％

[目標値]
200

[実績値]
200

<達成率>
100％

[目標値]
200

[実績値]
200

<達成率>
100％

[目標値]
200

難病団体事
業実施回数

（単位：％）

[目標値]
40

[実績値]
45

<達成率>
112.5％

[目標値]
40

[実績値]
48

<達成率>
120.0％

[目標値]
40

[実績値]
37

<達成率>
92.5％

[目標値]
40

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　鹿児島市難病団体連絡協議会へ
の補助金の交付は、、難病の早期発
見及び適正医療と、難病患者の社会
復帰や難病患者に対する社会的理
解の促進に寄与しており、必要な事
業である。

42
結核定期病状
調査事業

健康福祉局
保健予防課

○事業開始年度　平成８年度

【概　 要】結核登録者のうち、病状把握の困難な者について、医療
機関等から病状等を把握することにより、結核対策の迅速化と結
核の再発、二次感染の防止を図る。
【対象者】結核登録者
【具体的な活動内容】
・結核登録者の病状把握のために、医療機関に病状等の結果報
告を依頼する。

市
単

[概算コスト]
823

（内訳）
・決算額
  94
・人件費
729
　（0.17人）

[概算コスト]
790

（内訳）
・決算額
  65
・人件費
725
　（0.17人）

[概算コスト]
811

（内訳）
・決算額
  89
・人件費
722
　（0.17人）

[概算コスト]
951

（内訳）
・予算額
102
・人件費
849
　（0.20人）

結核定期病
状調査報告
件数

（単位：件）

[目標値]
31

[実績値]
29

<達成率>
93.5％

[目標値]
23

[実績値]
21

<達成率>
91.3％

[目標値]
33

[実績値]
27

<達成率>
81.8％

[目標値]
30

結核の再
発・二次感
染の防止

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]

○ ○ ○ ○ ◎ △ ◎ ○ ◎ － Ｂｂ Ｂｂ

事業手段の見直し（事務事業の統
合・振替）

（理由）
　結核の登録者等が、定期的に検診
を受け、その診断を確実に行っていく
ことで、結核の再発や周囲への感染
を予防し、結果的に結核の発生を減
らすことに繋がる。そのために目的
を、同じくする結核患者及び家族管
理検診事業と統合することで、一元
的に患者等を管理できる。



１　安心して健やかに暮らせるまち［安心健康都市］　（５） 市民の健康・体力づくりを支援する（健康づくり、保健予防、スポーツ・レクリエーション、救急・休日夜間医療、市立病院）　

公平性

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 指標名 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 指標名 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

指
標
の
達
成
状
況

指
標
の
目
標
水
準

事
業
の
必
要
性

市
の
関
与

事
業
手
法

事
業
の
統
合

コ
ス
ト
縮
減
の
工
夫

成
果
向
上
へ
の
見
直
し

施
策
効
果

受
益
者
負
担
の
見
直
し

効率性 有効性主な活動指標 主な成果指標

№ 事務事業名 事業実施課 事　　業　　概　　要
財
源

概算コスト（単位：千円）
一　　次　　評　　価 二　　次　　評　　価

評
価
結
果

評価理由

評
価
結
果

達成度 妥当性

43
火の河原錫山
診療対策事業
（火の河原）

健康福祉局
南部保健セ

ンター

○事業開始年度　昭和53年度

【概　 要】火の河原地区に設けた診療所で、月２回、日本赤十字社
鹿児島県支部による診療を実施し、診療施設のない火の河原地
区住民の医療確保を図る。
【対象者】主に火の河原地区に在住している市民。
【具体的な活動内容】
・火の河原地区に設けた診療所で、月２回、日本赤十字社鹿児島
県支部による診療を実施する。

市
単

[概算コスト]
1,268

（内訳）
・決算額
  968
・人件費
  300
　（0.07人）

[概算コスト]
1,292

（内訳）
・決算額
  993
・人件費
  299
　（0.07人）

[概算コスト]
1,265

（内訳）
・決算額
  968
・人件費
  297
　（0.07人）

[概算コスト]
1,242

（内訳）
・予算額
  945
・人件費
  297
　（0.07人）

診療日数

（単位：日）

[目標値]
24

[実績値]
24

<達成率>
100％

[目標値]
24

[実績値]
24

<達成率>
100％

[目標値]
24

[実績値]
24

<達成率>
100％

[目標値]
24

受診者数

（単位：人）

[目標値]
  67

[実績値]
  65

<達成率>
97.0％

[目標値]
  65

[実績値]
  57

<達成率>
87.7％

[目標値]
  60

[実績値]
  60

<達成率>
100.0％

[目標値]
  61

◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　診療施設のない火の河原地区住民
の医療確保を図るため、同地区に設
けた診療所で、月２回、日本赤十字
社鹿児島県支部による診療を実施す
ることは必要である。

44
火の河原錫山
診療対策事業
（錫山）

健康福祉局
南部保健セ

ンター

○事業開始年度　昭和42年度

【概　 要】錫山地区に設けた診療所で、月２回、日本赤十字社鹿児
島県支部による診療を実施し、診療施設のない錫山地区住民の
医療確保を図る。
【対象者】主に錫山地区に在住している市民。
【具体的な活動内容】
・錫山地区に設けた診療所で、月２回、日本赤十字社鹿児島県支
部による診療を実施する。

市
単

[概算コスト]
1,348

（内訳）
・決算額
1,048
・人件費
   300
　（0.07人）

[概算コスト]
1,319

（内訳）
・決算額
1,020
・人件費
   299
　（0.07人）

[概算コスト]
1,293

（内訳）
・決算額
   996
・人件費
   297
　（0.07人）

[概算コスト]
1,403

（内訳）
・予算額
1,021
・人件費
   382
　（0.07人）

診療日数

（単位：日）

[目標値]
24

[実績値]
24

<達成率>
100％

[目標値]
24

[実績値]
24

<達成率>
100％

[目標値]
24

[実績値]
24

<達成率>
100％

[目標値]
24

受診者数

（単位：人）

[目標値]
  84

[実績値]
  71

<達成率>
84.5％

[目標値]
  79

[実績値]
  74

<達成率>
93.7％

[目標値]
  75

[実績値]
  71

<達成率>
94.7％

[目標値]
  72

◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　診療施設のない錫山地区住民の医
療確保を図るため、同地区に設けた
診療所で、月２回、日本赤十字社鹿
児島県支部による診療を実施するこ
とは必要である。

45
試験検査機器
整備事業

健康福祉局
保健環境試

験所

○事業開始年度　昭和46年度

【概　 要】試験検査機能の強化、拡充のため、臨床や食品試験検
査に関する検査機器を整備し、市民の健康の確保を図る。
【対象者】
【具体的な活動内容】
・検査機器の整備
　LC/MS/MS(残留農薬測定用）
　リアルタイムPCR装置(ノロウイルス検査用)

市
単

[概算コスト]
4,578

（内訳）
・決算額
4,192
・人件費
   386
　（0.09人）

[概算コスト]
4,796

（内訳）
・決算額
4,412
・人件費
   384
　（0.09人）

[概算コスト]
3,159

（内訳）
・決算額
2,777
・人件費
   382
　（0.09人）

[概算コスト]
47,624

（内訳）
・予算額
47,200
・人件費
   424
　（0.10人）

検査機器の
購入台数

（単位：台）

[目標値]
7

[実績値]
7

<達成率>
100％

[目標値]
3

[実績値]
3

<達成率>
100％

[目標値]
7

[実績値]
7

<達成率>
100％

[目標値]
2

市民の健康
の確保

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　臨床や食品試験検査に関する検査
機器を整備し、試験検査機能を強
化、拡充することは、市民の健康の
確保に寄与しており、必要な事業で
ある。

46
と畜検査機器
整備事業

健康福祉局
食肉衛生検

査所

○事業開始年度　平成４年度

【概　 要】と畜検査に必要な検査機器を整備、拡充することにより、
安全で衛生的な食肉の供給の向上を図る。
【対象者】
【具体的な活動内容】
・検査機器の整備（平成１７年度実績）
　病理組織検査用顕微鏡システム　一式

国
補
助

[概算コスト]
2,657

（内訳）
・決算額
2,614
・人件費
    43
　（0.01人）

[概算コスト]
987

（内訳）
・決算額
944
・人件費
  43
　（0.01人）

[概算コスト]
2,000

（内訳）
・決算額
1,958
・人件費
    42
　（0.01人）

[概算コスト]
1,063

（内訳）
・予算額
1,021
・人件費
    42
　（0.01人）

検査機器の
購入台数

（単位：台）

[目標値]
3

[実績値]
3

<達成率>
100％

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
3

安全で衛生
的な食肉の
供給

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　と畜検査に必要な検査機器を整
備、拡充することは、安全で衛生的な
食肉の供給の向上に寄与するもので
あり、必要な事業である。

47 と畜検査事業
健康福祉局
食肉衛生検

査所

○事業開始年度　昭和25年度

【概　 要】と畜場法及び食品衛生法に基づくと畜検査及び衛生指
導をすることにより、安全で衛生的な食肉の供給の向上を図る。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・と畜検査頭数（平成１７年度実績）
　牛（仔牛を含む。）　15,354　頭
　豚　248,743　頭
　馬　26　頭
　合計　264,123  頭

国
補
助

[概算コスト]
127,841

（内訳）
・決算額
  84,936
・人件費
  42,905
　（10.00人）

[概算コスト]
124,895

（内訳）
・決算額
  82,240
・人件費
  42,655
　（10.00人）

[概算コスト]
117,302

（内訳）
・決算額
  74,854
・人件費
  42,448
　（10.00人）

[概算コスト]
129,079

（内訳）
・予算額
  86,631
・人件費
  42,448
　（10.00人）

検査頭数

（単位：頭）

[目標値]
237,130

[実績値]
245,812

<達成率>
103.7％

[目標値]
238,070

[実績値]
247,659

<達成率>
104.0％

[目標値]
245,510

[実績値]
264,123

<達成率>
107.6％

[目標値]
256,300

保健体制の
充実

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　と畜場法及び食品衛生法に基づく
と畜検査及び衛生指導は、安全で衛
生的な食肉の供給の向上に寄与して
おり、必要な事業である。

48
臨床試験検査
事業

健康福祉局
保健環境試

験所

○事業開始年度　昭和24年度

【概　 要】血液・尿・病原性腸内細菌・ウイルス検査等を行うことに
より、市民の健康と安全の確保を図る。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・細菌検査(結核菌、赤痢菌、サルモネラ、腸管出血性大腸菌等)
・エイズ検査(ＨＩＶ血液抗体価検査)
・血液生化学検査(肝機能、腎機能、血糖検査等）
・抹消血液検査(血液型、貧血検査、白血球数、赤血球数等）
・生理学的検査(心電図、肺機能検査)
・性病検査(梅毒血清反応、淋菌検査)

市
単

[概算コスト]
21,116

（内訳）
・決算額
  7,172
・人件費
13,944
　（3.25人）

[概算コスト]
20,925

（内訳）
・決算額
  7,062
・人件費
13,863
　（3.25人）

[概算コスト]
20,439

（内訳）
・決算額
  6,644
・人件費
13,795
　（3.25人）

[概算コスト]
20,465

（内訳）
・予算額
  6,670
・人件費
13,795
　（3.25人）

検査項目数

（単位：項
目）

[目標値]
157,500

[実績値]
158,721

<達成率>
100.8％

[目標値]
154,700

[実績値]
151,106

<達成率>
97.7％

[目標値]
147,500

[実績値]
146,690

<達成率>
99.5％

[目標値]
141,405

保健体制の
充実

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]

○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　血液・尿・病原性腸内細菌・ウイル
ス検査等の実施は、市民の健康と安
全の確保に寄与しており、必要な事
業である。

49
食品試験検査
事業

健康福祉局
保健環境試

験所

○事業開始年度　昭和46年度

【概　 要】食品・飲料水及び家庭用品等の衛生上の試験検査を行
い、市民の健康と安全の確保を図る。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・飲料水検査
・簡易水道検査
・食品検査
・家庭用品検査
・プール水・浴場水検査
・残留農薬検査等

市
単

[概算コスト]
19,799

（内訳）
・決算額
  8,815
・人件費
10,984
　（2.56人）

[概算コスト]
20,686

（内訳）
・決算額
  9,766
・人件費
10,920
　（2.56人）

[概算コスト]
19,509

（内訳）
・決算額
  8,642
・人件費
10,867
　（2.56人）

[概算コスト]
19,701

（内訳）
・予算額
  8,834
・人件費
10,867
　（2.56人）

検査項目数

（単位：項
目）

[目標値]
10,177

[実績値]
  9,642

<達成率>
94.7％

[目標値]
10,294

[実績値]
  8,883

<達成率>
86.3％

[目標値]
  9,769

[実績値]
10,440

<達成率>
106.9％

[目標値]
9,633

保健体制の
充実

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]

[実績値]
　

<達成率>

[目標値]

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　食品・飲料水及び家庭用品等の衛
生上の試験検査の実施は、市民の
健康と安全の確保に寄与しており、
必要な事業である。



１　安心して健やかに暮らせるまち［安心健康都市］　（５） 市民の健康・体力づくりを支援する（健康づくり、保健予防、スポーツ・レクリエーション、救急・休日夜間医療、市立病院）　

公平性

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 指標名 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 指標名 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

指
標
の
達
成
状
況

指
標
の
目
標
水
準

事
業
の
必
要
性

市
の
関
与

事
業
手
法

事
業
の
統
合

コ
ス
ト
縮
減
の
工
夫

成
果
向
上
へ
の
見
直
し

施
策
効
果

受
益
者
負
担
の
見
直
し

効率性 有効性主な活動指標 主な成果指標

№ 事務事業名 事業実施課 事　　業　　概　　要
財
源

概算コスト（単位：千円）
一　　次　　評　　価 二　　次　　評　　価

評
価
結
果

評価理由

評
価
結
果

達成度 妥当性

50
北部保健セン
ター（仮称）建
設事業

健康福祉局
生活衛生課

 ○事業開始年度　平成16年度

【概　 要】現在、保健センターが設置されていない吉野地域に、新
たに保健センターを建設し、保健体制の機能の充実と強化を図
る。
【対象者】吉野町を中心とした北部地域の住民
【具体的な活動内容】
・建設地：吉野町３２７５番３ほか　・延床面積：約３，５５２㎡（うち保
健センター約１，１００㎡）　・構造：鉄筋コンクリート造２階建　・駐車
場：１２０～１３０台（全体）　・施設内容：診察室、健康相談室等

国
補
助

[概算コスト]

（内訳）
・決算額

・人件費

　（　人）

[概算コスト]
52,513

（内訳）
・決算額
50,380
・人件費
  2,133
　（0.5人）

[概算コスト]
62,769

（内訳）
・決算額
60,647
・人件費
  2,122
　（0.50人）

[概算コスト]
269,214

（内訳）
・予算額
267,092
・人件費
   2,122
　（0.50人）

建設費

（単位：千
円）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
50,496

[実績値]
50,380

<達成率>
99.8％

[目標値]
62,768

[実績値]
60,647

<達成率>
96.6％

[目標値]
267,092

工事の進捗
率

（単位：％）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
8.53

[実績値]
8.51

<達成率>
99.8％

[目標値]
19.13

[実績値]
18.75

<達成率>
98.0％

[目標値]
64.23

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　吉野地域への新たな保健センター
の建設は、同地域の保健体制の機
能の充実と強化に寄与するものであ
り、必要な事業である。

51
学校体育施設
開放事業

教育委員会
市民スポー

ツ課

○事業開始年度　昭和49年度

【概　 要】市民の身近な公共体育施設である学校体育施設を、学
校教育に支障がない範囲内で市民に積極的に開放し、市民の健
康体力づくりを支援する。
【対象者】
全市民（ただし、19：00～21：00の利用は、一般社会人を対象）
【具体的な活動内容】
・開放校：小学校78校、中学校37校、高校1校　　計116校
・開放施設：体育館、柔剣道場、運動場

市
単

[概算コスト]
45,600

（内訳）
・決算額
43,927
・人件費
  1,673
　（0.39人）

[概算コスト]
48,937

（内訳）
・決算額
47,273
・人件費
  1,664
　（0.39人）

[概算コスト]
52,381

（内訳）
・決算額
50,726
・人件費
 1,655
　（0.39人）

[概算コスト]
55,852

（内訳）
・予算額
54,197
・人件費
  1,655
　（0.39人）

年間の体育
館・柔剣道
場延べ開放
日数

（単位：日）

[目標値]
20,025

[実績値]
21,832

<達成率>
109.0％

[目標値]
22,500

[実績値]
23,502

<達成率>
104.5％

[目標値]
25,000

[実績値]
25,158

<達成率>
100.6％

[目標値]
25,500

年間延べ体
育館・柔剣
道場利用人
数

（単位：千
人）

[目標値]
900

[実績値]
946

<達成率>
105.1％

[目標値]
  950

[実績値]
1,000

<達成率>
105.3％

[目標値]
1,000

[実績値]
1,086

<達成率>
108.6％

[目標値]
1,090

◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　地域住民の健康づくり、交流促進
のために必要である。

52
鴨池公園水泳
プール整備事
業

教育委員会
市民スポー

ツ課

○事業開始年度　平成16年度

【概　 要】現在の鴨池公園敷地に、国際公認の５０ｍプール、飛込
みプールを新設し、既存の２５ｍプールを改修し活用する。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・実施方針の策定・公表、特定事業の選定・公表

市
単

[概算コスト]

（内訳）
・決算額
　
・人件費
 
　（ 人）

[概算コスト]
5,578

（内訳）
・決算額
1,312
・人件費
4,266
　（1.00人）

[概算コスト]
13,503

（内訳）
・決算額
 9,258
・人件費
 4,245
　（1.00人）

[概算コスト]

（内訳）
・予算額
 
・人件費
8,490
　（2.00人）

事業費

（単位：千
円）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
5,442

[実績値]
1,312

<達成率>
24.1％

[目標値]
9,323

[実績値]
9,258

<達成率>
99.3％

[目標値] 市民の健
康・体力づく
りを支援

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　現プールが老朽化しており、建替え
は必要であるため、実施すべきであ
る。

53
体育施設等整
備事業

教育委員会
市民スポー

ツ課

○事業開始年度　平成15年度

【概　 要】体育施設の施設及び備品の整備を行い、施設の充実を
図る。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・鹿児島アリーナ（サブ）床補修工事、AEDの購入

市
単

[概算コスト]
21,963

（内訳）
・決算額
11,923
・人件費
10,040
　（2.34人）

[概算コスト]
34,223

（内訳）
・決算額
24,242
・人件費
 9,981
　（2.34人）

[概算コスト]
23,759

（内訳）
・決算額
16,118
・人件費
 7,641
　（1.80人）

[概算コスト]

（内訳）
・予算額
 
・人件費
7,641
　（1.80人）

施設整備費
用

（単位：千
円）

[目標値]
-

[実績値]
-

<達成率>
-％

[目標値]
17,587

[実績値]
16,012

<達成率>
91.0％

[目標値]
16,595

[実績値]
16,117

<達成率>
97.1％

[目標値]
15,340

施設の維持
補修

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　市民が安全に楽しくスポーツに親し
むことができる良好な環境の維持の
ために必要である。

54
市民体力づくり
事業

教育委員会
市民スポー

ツ課

○事業開始年度　昭和48年度

【概　 要】市民が気軽にスポーツ・レクリエーション活動を実施でき
るよう、各種のスポーツ教室やニュースポーツの体験講座等を開
催する。また、スポーツドクターによる問診を中心とした、健康体力
づくりに関する相談を実施する。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・各種スポーツ教室（10教室）、市民体力テスト（年間１校区）、健康
体力相談（年間36回）、ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ体験講座（４講座）、タグを使っ
た遊び（５校区）、ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ用具貸出し

市
単

[概算コスト]
4,650

（内訳）
・決算額
3,534
・人件費
1,116
　（0.26人）

[概算コスト]
3,996

（内訳）
・決算額
2,887
・人件費
1,109
　（0.26人）

[概算コスト]
4,217

（内訳）
・決算額
3,113
・人件費
1,104
　（0.26人）

[概算コスト]
4,104

（内訳）
・予算額
3,000
・人件費
1,104
　（0.26人）

スポーツ教
室、体験講
座等の開催
回数

（単位：回）

[目標値]
53

[実績値]
53

<達成率>
100％

[目標値]
51

[実績値]
51

<達成率>
100％

[目標値]
62

[実績値]
60

<達成率>
96.8％

[目標値]
57

スポーツ教
室、体験講
座等の参加
者数

（単位：人）

[目標値]
700

[実績値]
714

<達成率>
102.0％

[目標値]
700

[実績値]
690

<達成率>
98.6％

[目標値]
1,100

[実績値]
1,268

<達成率>
115.3％

[目標値]
950

○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　市民の健康づくり、体力づくりに活
用されている事業であり、実施すべ
きである。

55
市民生き生き
スポ・レクフェ
スタ開催事業

教育委員会
市民スポー

ツ課

○事業開始年度　昭和61年度

【概　 要】各種スポーツやレクリエーションの実践を通して、市民自
らが健康づくりや体力づくりを進めることができるよう各種のスポー
ツ・レクリエーションイベントを開催する。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・総合開会式（表彰・スポーツ講演会）
・生き生きカップ大会、体験種目
※　17年度から２つの事業を統合し、１つのイベントで開催

市
単

[概算コスト]
8,923

（内訳）
・決算額
4,461
・人件費
4,462
　（1.04人）

[概算コスト]
9,058

（内訳）
・決算額
4,622
・人件費
4,436
　（1.04人）

[概算コスト]
9,086

（内訳）
・決算額
4,671
・人件費
4,415
　（1.04人）

[概算コスト]
9,186

（内訳）
・予算額
4,771
・人件費
4,415
　（1.04人）

市民生き生
きスポ・レク
フェスタ種
目数

（単位：種
目）

[目標値]
35

[実績値]
35

<達成率>
100％

[目標値]
35

[実績値]
35

<達成率>
100％

[目標値]
27

[実績値]
27

<達成率>
100％

[目標値]
27

参加者数

（単位：人）

[目標値]
9,000

[実績値]
9,925

<達成率>
110.3％

[目標値]
9,500

[実績値]
9,315

<達成率>
98.1％

[目標値]
9,000

[実績値]
9,503

<達成率>
105.6％

[目標値]
9,500

◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　市民の健康づくりや体力づくりを進
めるため、イベントの実施は必要であ
り、実施すべきである。

56
海洋性スポー
ツ普及事業

教育委員会
市民スポー

ツ課

○事業開始年度　平成元年度

【概　 要】錦江湾を活かした事業として、ヨットの教室及び体験帆走
やシーカヤック体験講座、また、海を楽しむマリンスポーツ体験講
座を開催し、海洋性スポーツの普及・振興を積極的に図る。
【対象者】市民
【具体的な活動内容】
・ヨット関係：ジュニア・初心者ヨット教室、ヨット体験帆走
・シーカヤック関係：親子等の体験講座（３講座）

市
単

[概算コスト]
3,095

（内訳）
・決算額
2,237
・人件費
  858
　（0.20人）

[概算コスト]
2,952

（内訳）
・決算額
2,099
・人件費
  853
　（0.20人）

[概算コスト]
5,289

（内訳）
・決算額
4,440
・人件費
  849
　（0.20人）

[概算コスト]
4,590

（内訳）
・予算額
3,741
・人件費
  849
　（0.20人）

海洋性ス
ポーツ教室
等の開催回
数

（単位：回）

[目標値]
10

[実績値]
10

<達成率>
100％

[目標値]
10

[実績値]
 8

<達成率>
80.0％

[目標値]
11

[実績値]
10

<達成率>
90.9％

[目標値]
11

海洋性ス
ポーツ教室
等の参加者
数

（単位：人）

[目標値]
350

[実績値]
323

<達成率>
92.3％

[目標値]
350

[実績値]
333

<達成率>
95.1％

[目標値]
380

[実績値]
430

<達成率>
113.2％

[目標値]
470

○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　錦江湾を生かした海洋性スポーツ
の普及・振興を図り、市民の余暇活
動の推進のために必要である。



１　安心して健やかに暮らせるまち［安心健康都市］　（５） 市民の健康・体力づくりを支援する（健康づくり、保健予防、スポーツ・レクリエーション、救急・休日夜間医療、市立病院）　

公平性

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 指標名 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 指標名 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

指
標
の
達
成
状
況

指
標
の
目
標
水
準

事
業
の
必
要
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市
の
関
与

事
業
手
法

事
業
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統
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コ
ス
ト
縮
減
の
工
夫

成
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向
上
へ
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見
直
し

施
策
効
果

受
益
者
負
担
の
見
直
し

効率性 有効性主な活動指標 主な成果指標

№ 事務事業名 事業実施課 事　　業　　概　　要
財
源

概算コスト（単位：千円）
一　　次　　評　　価 二　　次　　評　　価

評
価
結
果

評価理由

評
価
結
果

達成度 妥当性

57
地域スポーツ
クラブ育成事
業

教育委員会
市民スポー

ツ課

○事業開始年度　平成14年度

【概　 要】市民の生涯にわたるスポーツ・レクリエーションの環境を
整え、スポーツ活動や健康体力づくりを進め、相互の交流を深める
ために、学校及び地域公民館等の施設を活用して、住民主体で運
営するスポーツクラブの設立等を支援する。
【対象者】地域住民
【具体的な活動内容】
・啓発用ちらしの作成、中央講師等による研修会
・スポーツ教室講師等派遣、備品の貸与

市
単

[概算コスト]
4,107

（内訳）
・決算額
1,876
・人件費
2,231
　（0.52人）

[概算コスト]
4,026

（内訳）
・決算額
1,808
・人件費
2,218
　（0.52人）

[概算コスト]
4,780

（内訳）
・決算額
2,573
・人件費
2,207
　（0.52人）

[概算コスト]
4,946

（内訳）
・予算額
2,739
・人件費
2,207
　（0.52人）

クラブ研修
会回数

（単位：数）

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
2

クラブ設立
数（累計）

（単位：人）

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
3

[実績値]
3

<達成率>
100％

[目標値]
6

[実績値]
6

<達成率>
100％

[目標値]
8

◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　地域のスポーツ・レクリエーション活
動のさらなる活性化を図るために必
要である。

58
各種地域おこ
し大会補助事
業

教育委員会
市民スポー

ツ課

○事業開始年度　平成17年度

【概　 要】吉田、喜入、郡山で地域おこしの特色あるスポーツ大会
を開催する。（各地域２種目ずつ）
【対象者】地域住民
【具体的な活動内容】
・各地域ごと、２種目のスポーツ大会を開催（ソフトボール、ソフトバ
レー、剣道等）

市
単

[概算コスト]

（内訳）
・決算額
　
・人件費
 
　（　人）

[概算コスト]

（内訳）
・決算額
　
・人件費
 
　（　人）

[概算コスト]
2,049

（内訳）
・決算額
1,200
・人件費
  849
　（0.20人）

[概算コスト]
2,049

（内訳）
・予算額
1,200
・人件費
  849
　（0.20人）

各地域実施
種目数

（単位：種
目）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
6

[実績値]
6

<達成率>
100％

[目標値]
6

参加者数

（単位：人）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
2,500

[実績値]
2,710

<達成率>
108.4％

[目標値]
2,700

○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　地域のスポーツ・レクリエーションの
普及・振興や活性化を図るために必
要である。

59
各地域運動会
等事業

教育委員会
市民スポー

ツ課

○事業開始年度　昭和32年度

【概　 要】旧５町の住民が地域の運動会を通して、健康・体力づくり
への関心を高めるとともに、地域の連帯感を強め、活性化を図る。
【対象者】地域住民
【具体的な活動内容】
・５地域住民を対象にした運動会の開催（吉田、郡山、桜島、松
元、喜入）

市
単

[概算コスト]
7,146

（内訳）
・決算額
6,288
・人件費
  858
　（0.20人）

[概算コスト]
7,136

（内訳）
・決算額
6,283
・人件費
  853
　（0.20人）

[概算コスト]
4,849

（内訳）
・決算額
4,000
・人件費
  849
　（0.20人）

[概算コスト]
4,849

（内訳）
・予算額
4,000
・人件費
  849
　（0.20人）

大会数

（単位：数）

[目標値]
5

[実績値]
3

<達成率>
60.0％

[目標値]
5

[実績値]
5

<達成率>
100％

[目標値]
5

[実績値]
5

<達成率>
100％

[目標値]
5

参加者数

（単位：人）

[目標値]
10,000

[実績値]
 5,300

<達成率>
53.0％

[目標値]
10,000

[実績値]
15,300

<達成率>
153.0％

[目標値]
10,000

[実績値]
10,600

<達成率>
106.0％

[目標値]
11,000

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　スポーツを通して地域住民の健康・
体力づくりへの関心・意欲を喚起し、
地域の活性化を図るため、助成する
必要がある。

60
ランニング桜
島事業

教育委員会
市民スポー

ツ課

○事業開始年度　昭和56年度

【概　 要】ランニング愛好者が一同に会し、交流と友情を深め、ス
ポーツ振興を図るとともに地域の活性化も図る。
【対象者】県内外のランニング愛好者
【具体的な活動内容】
・種目：５km、１０km，ハーフマラソン
・期日：毎年、２月の最終日曜日に開催
・場所：桜島溶岩ランニングコース（一般道路含む）

市
単

[概算コスト]
2,888

（内訳）
・決算額
2,030
・人件費
  858
　（0.20人）

[概算コスト]
2,883

（内訳）
・決算額
2,030
・人件費
  853
　（0.20人）

[概算コスト]
2,849

（内訳）
・決算額
2,000
・人件費
  849
　（0.20人）

[概算コスト]
2,349

（内訳）
・予算額
1,500
・人件費
  849
　（0.20人）

負担金額

（単位：千
円）

[目標値]
2,030

[実績値]
2,030

<達成率>
100％

[目標値]
2,030

[実績値]
2,030

<達成率>
100％

[目標値]
2,000

[実績値]
2,000

<達成率>
100％

[目標値]
1,500

大会参加者
数

（単位：人）

[目標値]
3,500

[実績値]
3,595

<達成率>
102.7％

[目標値]
3,500

[実績値]
3,582

<達成率>
102.3％

[目標値]
3,500

[実績値]
3,127

<達成率>
89.3％

[目標値]
3,500

○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ Ａ Ｂｃ

事業手段の見直し（その他）

（理由）
　参加者数が伸び悩んでいることか
ら、さらに周知に努めるとともに、多く
の方々が参加する魅力ある大会にな
るよう検討すべきである。また、大会
誌やポスター等への広告掲載をこれ
まで以上に実施し、コスト縮減にも努
めるべきである。

61
各種スポーツ
大会事業

教育委員会
市民スポー

ツ課

○事業開始年度　昭和44年度

【概　 要】各競技種目を愛好している市民が一堂に会し、大会を実
施して、生きがいのある生活と活力ある社会づくりに資する。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・バレーボール、バドミントン、卓球、剣道の４大会
・18年度予定
　　バレーボール（12/9･10　鹿児島アリーナ）
　　バドミントン（12/9・10　喜入総合体育館）
　　卓球（2/17･18　鹿児島アリーナ）
　　剣道（10/29　喜入総合体育館）

市
単

[概算コスト]
1,098

（内訳）
・決算額
  240
・人件費
  858
　（0.20人）

[概算コスト]
1,093

（内訳）
・決算額
  240
・人件費
  853
　（0.20人）

[概算コスト]
1,849

（内訳）
・決算額
1,000
・人件費
  849
　（0.20人）

[概算コスト]
1,849

（内訳）
・予算額
1,000
・人件費
  849
　（0.20人）

競技種目数

（単位：種
目）

[目標値]
4

[実績値]
4

<達成率>
100％

[目標値]
4

[実績値]
4

<達成率>
100％

[目標値]
4

[実績値]
4

<達成率>
100％

[目標値]
4

参加者数

（単位：人）

[目標値]
2,500

[実績値]
2,610

<達成率>
104.4％

[目標値]
2,500

[実績値]
3,051

<達成率>
122.0％

[目標値]
3,000

[実績値]
3,313

<達成率>
110.4％

[目標値]
3,000

◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　各種目とも市民に定着している大
会であり、スポーツ振興のために各
競技団体と協力して実施していく必
要がある。

62
競技力向上対
策事業

教育委員会
市民スポー

ツ課

○事業開始年度　平成11年度

【概　 要】中央競技団体から優秀な監督・コーチを招聘し、本市の
トップレベルの選手とその指導者を集め、講習会及び実技研修を
行う。
【対象者】各競技団体関係者
【具体的な活動内容】
・講義及び実技指導
・実施種目実績
　　15年度　陸上、テニス　　　16年度　全空連空手道、サッカー
　　17年度　ソフトボール、アマチュアボクシング
　　18年度　弓道、銃剣道（予定）

市
単

[概算コスト]
2,756

（内訳）
・決算額
1,083
・人件費
1,673
　（0.39人）

[概算コスト]
2,496

（内訳）
・決算額
  832
・人件費
1,664
　（0.39人）

[概算コスト]
2,716

（内訳）
・決算額
1,061
・人件費
1,655
　（0.39人）

[概算コスト]
2,873

（内訳）
・予算額
1,218
・人件費
1,655
　（0.39人）

実施回数

（単位：回）

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
2

参加者数

（単位：人）

[目標値]
300

[実績値]
378

<達成率>
126.0％

[目標値]
300

[実績値]
380

<達成率>
126.7％

[目標値]
200

[実績値]
220

<達成率>
110.0％

[目標値]
300

○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　トップレベルの競技力向上と全体の
競技力底上げのために必要である。

63
社会体育功労
者等表彰事業

教育委員会
市民スポー

ツ課

○事業開始年度　昭和60年度

【概　 要】本市の社会体育の振興に永年にわたり貢献し、その功
績が顕著な指導者、育成者並びに他の模範となるような団体を表
彰し、社会体育の一層の振興に資するとともに、南日本ハーフマラ
ソン大会と県下一周市郡対抗駅伝における優秀選手等の表彰を
行い、他の選手の励みとする。
【対象者】市民
【具体的な活動内容】
・社会体育功労者及び優良団体表彰
・県下一周駅伝競走大会・南日本ロードレース大会に伴う表彰経
費

市
単

[概算コスト]
1,235

（内訳）
・決算額
  119
・人件費
1,116
　（0.26人）

[概算コスト]
1,196

（内訳）
・決算額
    87
・人件費
1,109
　（0.26人）

[概算コスト]
1,185

（内訳）
・決算額
    81
・人件費
1,104
　（0.26人）

[概算コスト]
1,267

（内訳）
・予算額
  163
・人件費
1,104
　（0.26人）

表彰実施回
数

（単位：回）

[目標値]
4

[実績値]
4

<達成率>
100％

[目標値]
4

[実績値]
4

<達成率>
100％

[目標値]
4

[実績値]
4

<達成率>
100％

[目標値]
4

表彰者数

（単位：人）

[目標値]
32

[実績値]
32

<達成率>
100％

[目標値]
20

[実績値]
20

<達成率>
100％

[目標値]
23

[実績値]
23

<達成率>
100％

[目標値]
25

○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　スポーツ・レクリエーションの普及振
興に尽力している個人・団体を表彰
しており、今後のスポーツ振興等を
図るために必要である。



１　安心して健やかに暮らせるまち［安心健康都市］　（５） 市民の健康・体力づくりを支援する（健康づくり、保健予防、スポーツ・レクリエーション、救急・休日夜間医療、市立病院）　

公平性

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 指標名 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 指標名 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

指
標
の
達
成
状
況

指
標
の
目
標
水
準

事
業
の
必
要
性

市
の
関
与

事
業
手
法

事
業
の
統
合

コ
ス
ト
縮
減
の
工
夫

成
果
向
上
へ
の
見
直
し

施
策
効
果

受
益
者
負
担
の
見
直
し

効率性 有効性主な活動指標 主な成果指標

№ 事務事業名 事業実施課 事　　業　　概　　要
財
源

概算コスト（単位：千円）
一　　次　　評　　価 二　　次　　評　　価

評
価
結
果

評価理由

評
価
結
果

達成度 妥当性

64
生涯スポーツ
指導者養成事
業

教育委員会
市民スポー

ツ課

○事業開始年度　昭和42年度

【概　 要】年々多様化する市民のスポーツ欲求に対応するため、
体育指導委員の資質と指導力の向上を図るとともに、本市スポー
ツの一層の振興に資する。
【対象者】体育指導委員等
【具体的な活動内容】
・体育指導委員経費及び研修会に伴う経費

市
単

[概算コスト]
10,009

（内訳）
・決算額
  7,778
・人件費
  2,231
　（0.52人）

[概算コスト]
11,282

（内訳）
・決算額
  9,064
・人件費
  2,218
　（0.52人）

[概算コスト]
12,617

（内訳）
・決算額
10,410
・人件費
  2,207
　（0.52人）

[概算コスト]
12,167

（内訳）
・予算額
  9,960
・人件費
  2,207
　（0.52人）

定例体育指
導委員会等
実施回数

（単位：回）

[目標値]
15

[実績値]
15

<達成率>
100％

[目標値]
15

[実績値]
15

<達成率>
100％

[目標値]
15

[実績値]
15

<達成率>
100％

[目標値]
15

定例体育指
導委員会等
（年間５回）
の延べ出席
者数

（単位：人）

[目標値]
  975

[実績値]
1,158

<達成率>
118.8％

[目標値]
  975

[実績値]
1,190

<達成率>
122.1％

[目標値]
  975

[実績値]
1,188

<達成率>
121.8％

[目標値]
  975

○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　市民のスポーツ・レクリエーションの
普及・振興に寄与するため、体育指
導委員の資質と指導力の向上を図る
ことは必要であり、実施すべきであ
る。

65
救急医療対策
事業

健康福祉局
生活衛生課

○事業開始年度　昭和42年度

【概　 要】在宅当番医制、共同利用型病院、夜間救急薬局の運営
費補助を実施することにより、休日及び夜間における救急医療体
制の確保を図る。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・市医師会に休日、年末年始等診療を行う在宅当番医の当番日の
調整・実施を委託
・市薬剤師会が実施する夜間救急薬局の運営費補助

県
補
助

[概算コスト]
99,561

（内訳）
・決算額
98,703
・人件費
    858
　（0.20人）

[概算コスト]
103,987

（内訳）
・決算額
103,134
・人件費
      853
　（0.20人）

[概算コスト]
108,223

（内訳）
・決算額
107,374
・人件費
    849
　（0.20人）

[概算コスト]
49,998

（内訳）
・予算額
49,149
・人件費
    849
　（0.20人）

診療日数

（単位：延科
日）

[目標値]
1,169

[実績値]
1,169

<達成率>
100％

[目標値]
1,166

[実績値]
1,166

<達成率>
100％

[目標値]
1,165

[実績値]
1,165

<達成率>
100％

[目標値]
800

患者数

（単位：人）

[目標値]
70,000

[実績値]
66,879

<達成率>
95.5％

[目標値]
70,000

[実績値]
68,156

<達成率>
97.4％

[目標値]
70,000

[実績値]
69,643

<達成率>
99.5％

[目標値]
53,000

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　休日及び夜間における救急医療体
制の確保を図るために、在宅当番医
制、共同利用型病院、夜間救急薬局
の運営費補助の実施は必要である。

66
歯科救急医療
体制整備事業

健康福祉局
生活衛生課

○事業開始年度　昭和54年度

【概　 要】夜間救急歯科診療、県口腔保健センター運営費補助を
実施することにより、休日及び夜間における歯科救急医療体制の
確保を図る。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・市歯科医師会が輪番で行う夜間診療の運営費補助
・休日の歯科、平日の小児歯科診療事業等の確保のため県歯科
医師会が運営する口腔保健センターの運営費補助

市
単

[概算コスト]
13,630

（内訳）
・決算額
13,201
・人件費
    429
　（0.10人）

[概算コスト]
13,628

（内訳）
・決算額
13,201
・人件費
    427
　（0.10人）

[概算コスト]
13,625

（内訳）
・決算額
13,201
・人件費
    424
　（0.10人）

[概算コスト]
13,625

（内訳）
・予算額
13,201
・人件費
    424
　（0.10人）

診療日数

（単位：日）

[目標値]
437

[実績値]
437

<達成率>
100％

[目標値]
436

[実績値]
436

<達成率>
100％

[目標値]
436

[実績値]
436

<達成率>
100％

[目標値]
436

患者数

（単位：人）

[目標値]
2,500

[実績値]
2,389

<達成率>
95.6％

[目標値]
2,500

[実績値]
2,182

<達成率>
87.3％

[目標値]
2,500

[実績値]
2,267

<達成率>
90.7％

[目標値]
2,500

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　休日及び夜間における歯科救急医
療体制の確保を図るために、夜間救
急歯科診療、県口腔保健センター運
営費補助の実施は必要である。

67

自動体外式除
細動器（ＡＥＤ）
の設置推進事
業

健康福祉局
生活衛生課

○事業開始年度　平成17年度

【概　 要】平成２０年度までに本市の施設に自動体外式除細動器
（ＡＥＤ）を設置するとともに、設置場所や活用方法について広報啓
発を行うことにより、一般市民によるＡＥＤ使用の普及と、心停止者
の救命効果の向上を図る。
【対象者】　　施設利用者　市民
【具体的な活動内容】
・市施設へのＡＥＤの設置と広報啓発

市
単

[概算コスト]

（内訳）
・決算額

・人件費
 
　（　人）

[概算コスト]

（内訳）
・決算額

・人件費
 
　（　人）

[概算コスト]
1,841

（内訳）
・決算額
  992
・人件費
  849
　（0.21人）

[概算コスト]
22,769

（内訳）
・予算額
22,345
・人件費
    424
　（0.10人）

ＡＥＤの設
置台数

（単位：台）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
1

[実績値]
4

<達成率>
400％

[目標値]
73

ＡＥＤの普
及と心停止
者の救命効
果の向上

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　一般市民による自動体外式除細動
器（ＡＥＤ）使用の普及と、心停止者
の救命効果の向上を図るために、本
市の施設へのＡＥＤの設置と広報啓
発は必要である

68
病院整備に
ついての検
討事業

市立病院
総務課

○事業開始年度　平成13年度

【概　 要】多様化する患者の医療ニーズや医療の高度化、専門化
に対応するため、全体的に老朽化、狭隘化が進んでいる病院施設
等の全体的な整備計画の検討を進める。
【対象者】
【具体的な活動内容】
・近年建て替えを行った自治体立病院について、建て替えに至っ
た経緯・建て替え後の経営状況等について、調査を行った。
　　平成17年度視察先：県立日南病院，茅ヶ崎市立病院

－

[概算コスト]
938

（内訳）
・決算額
509
・人件費
429
　（0.10人）

[概算コスト]
947

（内訳）
・決算額
520
・人件費
427
　（0.10人）

[概算コスト]
657

（内訳）
・決算額
233
・人件費
424
　（0.10人）

[概算コスト]
1,021

（内訳）
・予算額
  597
・人件費
  424
　（0.10人）

視察先進病
院数

（単位：件）

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
1

病院機能の
充実を図る

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
　

[実績値]

<達成率>

[目標値]

○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　多様化する患者の医療ニーズや医
療の高度化、専門化に対応するた
め、全体的に老朽化、狭隘化が進ん
でいる病院施設等の全体的な整備
計画の検討を進めることは重要であ
る。

69
高度医療機
器整備事業

市立病院
総務課

○事業開始年度　不明

【概　 要】疾病構造の変化と医療の高度化・専門化に対応するた
め、高度医療機器の計画的な導入を図る。
【対象者】全来院患者
【具体的な活動内容】
・平成17年度実績：体外衝撃破砕装置29,400千円，
　　　　　ホルミニウムレーザー26,544千円等

－

[概算コスト]
258,522

（内訳）
・決算額
258,093
・人件費
     429
　（0.10人）

[概算コスト]
321,269

（内訳）
・決算額
320,842
・人件費
     427
　（0.10人）

[概算コスト]
311,008

（内訳）
・決算額
310,584
・人件費
     424
　（0.10人）

[概算コスト]
360,760

（内訳）
・予算額
360,336
・人件費
     424
　（0.10人）

医療器械の
購入台数

（単位：台）

[目標値]
191

[実績値]
191

<達成率>
100％

[目標値]
164

[実績値]
164

<達成率>
100％

[目標値]
198

[実績値]
198

<達成率>
100％

[目標値]
176

医療の高度
化及び専門
化に対応す
るため高度
医療機器の
導入を図る

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　疾病構造の変化と医療の高度化・
専門化に対応するため、高度医療機
器の計画的な導入を図る必要があ
る。


